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平成26年４月22日 

◎明神委員長 ただいまから、総務委員会を開会いたします。    （９時59分開会） 

 御報告申し上げます。坂本茂雄委員から、広報広聴課に「県政出前講座の３年間の実

績」に関する質問があり、それに対する資料の提出がありましたので、各委員に配付させ

ていただいております。 

本日の委員会は、昨日に引き続き「平成26年度業務概要について」であります。 

《教育委員会》 

◎明神委員長 それでは日程に従い、教育委員会の業務概要を聴取いたします。概要説明

に先立ち、幹部職員の紹介をお願いします。 

（幹部職員自己紹介） 

◎明神委員長 それでは、教育長から総括説明を受けます。なお、教育長に対する質疑

は、各課長に対する質疑とあわせて行いたいと思いますので、御了承願います。 

（総括説明） 

◎明神委員長 続いて、各課長の説明を求めます。 

〈教育政策課〉 

◎明神委員長 最初に、教育政策課を行います。 

（執行部の説明） 

◎明神委員長 質疑を行います。 

◎中内委員 教育長にお聞きしたいですが、課題がたくさんある中で新しい部署に来られ

たということで、やる気満々だろうと思いますが、どういう取り組みで教育委員会を進

め、また、部下をどう把握していくのか、教育長の基本方針についてお聞きします。 

◎田村教育長 私が前教育長から引き継ぎを受けたときに、高知県の教育の中で前教育長

が一番力を入れてこられたことは何でしょうかとお聞きをしました。その際に、かつては

個々の先生方は熱心で力量もあるんだけれど、個人営業でその力がどうしてもまとまらな

いといいますか、１つの方向にそろっていかない。その結果、なかなか成果が上がらない

ということがあった。これについて、やはり組織として、チームとして、学力の向上を初

め、教育活動を進めていく必要があるということが一番のポイントじゃないかと伺ってお

ります。私も、まさにそのとおりだと思っておりまして、学校現場において校長のリーダ

ーシップのもとに組織として目標を掲げ、その目標に対して皆が一致団結して取り組める

ような組織づくりをやっていきたいというのが一番のポイントかと思っております。 

◎浜田委員 特に義務教育段階のレベルをアップするということは、上へどんどん響いて

くるわけでありますから。子供たちが一番集中している高知市との連携についてはどのよ

うにお考えか、教育長にお伺いしたい。 

◎田村教育長 おっしゃるように、高知市との連携は非常に大事ということで、従前か 



- 2 - 

 

ら、高知市の教育長ほか、教育委員会事務局の皆さんと県の教育委員会のほうで連携会議

を開催しております。年に６回程度開催しておりまして、つい先日も第１回目の会議をし

たところです。そういった中で、さまざまな学力問題であったり、あるいは不登校の問題

であったり、そういう課題についてお互いに共有した上で、それに対して県ができるこ

と。ベースは高知市が中心になってやっていただかないといけませんので、高知市がやろ

うとしていること。そういったことの意見交換を行いながら、それぞれのできることをお

話しもさせていただいて、あるいは、それについて予算的な措置が必要であれば、そうい

ったことについても検討もしていくということで進めていきたいと思っております。 

◎西内（隆）副委員長 今、教育長からもお話がありましたけれども、個々の先生方は非

常にやる気があるけれども、連携が必要だという話がありました。今言われた点を踏まえ

まして、例えば、政策。ここにあるメニューの中で具体にそれについてある程度取り組ん

でいくといいますか、答えを出していくものがあるのか。あるいは、今後このように考え

ている案があるのか、この点についてまずお願いします。 

◎田村教育長 先ほど冒頭で御説明した学校の経営計画を策定するための事業を構えてお

ります。それぞれの学校で取り組むことについて、教育委員会としてもさまざまな形でサ

ポートするということで、経営計画をつくっていくことに対するアドバイザー７名を県

内、中央で３名、東西でそれぞれ２名ずつ配置をいたしまして、経営計画についてのサポ

ートを行っていくということ、それから、教育センターにおけます研修の中にも管理職、

リーダーとしての研修であったり、それを支える教頭、副校長の研修であったり、そうい

うものも組み込んで取り組んでいるところです。 

◎西内（隆）副委員長 それと、教員の質的な向上をしっかり進めなくてはいけないとい

うことで、先ほど算数・数学学力向上でありますとか、外国語教育推進について説明がご

ざいました。対象としては、全員のものもあれば、ブラッシュアップのようにミドルリー

ダーを対象にしたものがあるようでございますけれども、例えば、全員を対象としたもの

の参加状況というのは、対象者に対してどの程度手が挙がっているものですか。 

◎有澤教育政策課長 全教員を対象とした、例えば算数・数学で申し上げますと、教育セ

ンターで今できているのは、中堅教員を対象とした研究ということになろうかと思いま

す。あと、外国教育推進プランのほうで言いますと、例えば、土佐教育研究会とか高知県

高等学校県教育研究会などといった民間の団体もございますので、そういったところと連

携をしてブロック別の研修をやっていくということで、かなりの数の教員を対象とした研

修をして、資質・指導力の向上につなげていきたいと考えておるところでございます。実

数は今手元に数字がございませんので、後ほど資料として御提出させていただければと思

います。 

◎西内（隆）副委員長 中堅対象というのは希望制になっているんですか。 
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◎有澤教育政策課長 教科の研修ということでいきますと、中堅の教員を対象としたとこ

ろが中心になってくる部分がございますけれども、教員の研修全体をとらまえてみます

と、10年目までの教員を計画的に育成していきたいと考えておりまして、教育センターで

悉皆的に研修をやって育てているところでございます。 

◎西内（隆）副委員長 やる気がある人はいいのですけれども、自身の教育能力の向上に

積極的に取り組まない、消極的な方々をどう勉強の機会といいますか、そういう場に引っ

張り込んでいくか。その点について、課長のお考えを聞かせていただければと思います。 

◎有澤教育政策課長 教育政策課長としては、みずからの資質・指導力の向上に消極的な

教員はいないのだろうと。教員としては、やはりみずからの資質の向上はやっていく必要

があるんだろうということで、もちろん教育センターでの研修もございますし、先ほど事

業内容のところで御説明をいたしましたけれども、教員の自主的な学習指導案等の研究を

していただくために設けている教科研究センターは、主体的・自主的に研修をしていただ

く取り組みでございますけれども、こういったところも活用しながら教員の資質向上に向

けた意欲も高めていきながら取り組んでいきたいと考えているところでございます。 

◎西内（隆）副委員長 例えば現場の連携体制ともども、マンパワーの問題なんかもあっ

てなかなか参加できる環境にないとか、さまざまな要因はあろうかと思いますけれども、

単純に実数の把握だけでなくて、一度、参加者について、例えば同じ人が何度も受けてい

て、こういう方が受けてないとか、傾向を精査してみてもいいんじゃないかと思います。

これは提案ということで、答弁は別に必要ございません。 

◎加藤委員 教育長に伺いたいですけれども、新しい体制になって次長を３名体制という

ことで、厚みを増してやっていかれると思うんですけれど、３名になったねらい、なぜ次

長をふやされたのか。それからその３名体制がどう連携をとっていかれるのか。そんなと

ころを御説明いただければと思います。 

◎田村教育長 ねらいは、私がなるときに既に配置していただいたので推測するしかない

んですけれども、頼りない新任の県の教育長ですので、しっかりとサポートをしていこう

ということで、より充実をしていただいたんじゃないかなと思っています。 

それに加えて、小中学校の義務教育を主に担当されてきた永野参事が次長になっていた

だいたということで、高知県の教育の中で義務教育の部分が高等学校の学力にもつながっ

ていくということだろうと思います。いろんな面で一番課題のあるということだろうと思

いますので、そこに力を入れていただいたのかと感じております。そういう中で、次長の

それぞれの力をお借りして何とか職責を果たしていきたいと考えているところでございま

す。 

◎池脇委員 関連ですけれども、先ほど教育政策課長からもお話がありましたけれども、

小中学校の学力をいかに向上させるのかということが非常に大きな県の教育課題で、今ま
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でしっかり取り組んできたわけですよね。ですから、その意味では義務教育と高校との３

つの連携がどうしても必要であるというところで、前教育長が盤石な体制をつくって、い

よいよ小・中・高の密なる連携のもとで教育課題を解決していくシステムを強化したと受

けとめておりますので、ぜひ教育長、そうした体制を組織としてフルに生かしていただき

たいと思います。そこで課長にお聞きしますけれど、学校ＩＣＴを導入されてからもう何

年になるんですかね。 

◎有澤教育政策課長 平成21年度から導入をしておるものでございます。 

◎池脇委員 今度、ヘルプデスクを設置するということですが、今まではどういう形でヘ

ルプをする体制でやられてきてたんですかね。 

◎有澤教育政策課長 昔は情報教育推進課という組織がありまして、今も教育政策課の中

に情報政策担当ということで３名の職員を配置しておりますけれども、その県教委の職員

が、学校のＩＣＴ化について支援をしていくという体制でやっておったところでございま

す。 

◎池脇委員 これは委託ですから外部委託ということでしょうけれども、外部委託するこ

とを決断されたのは、内部的にそういう教育情報のある意味専門の先生方では対応し切れ

ない課題が出てきてるのか、そのあたりを踏まえてのこの対応の変化の理由等を説明して

いただければと思います。 

◎有澤教育政策課長 ＩＣＴ自体は非常に専門的な部分もございますけれども、例えば学

校のＩＣＴを進めていく政策的なところは県の職員、教員が担っていくべきだろうと考え

ていまして、それ以外のＩＣＴサポート事業に関しましては、主にＩＣＴの活用に関す

る、例えば学校からの問い合わせですとかアドレスを付与したりといった事務的なことに

関しましては県の教員がやる必要はないだろうということで、そこは専門的な力を持って

おります民間の企業にお願いをして役割分担のもとにＩＣＴを進めていこうというもので

ございます。 

◎池脇委員 二面性があると思うんですね。そういうＩＣＴ係の機器の操作とか基本的な

ソフトの活用とかいうことについて、それを自前で人材を育てるということであれば、外

部に委託するよりも今の体制でもう少し工夫をするとか、あるいは、そういう外部の専門

家を顧問なり何なりに入れて対応するとかということになろうと思うのですけれども、こ

ういうものを外部に委託してしまうと、その部分については全部外部に依存してしまうこ

とになるのではないかなと思って、そのあたりの影響性はどうなのかなと思う。お金も60

0万円と結構な額でありますから、そのあたりいかがですか。 

◎有澤教育政策課長 例えば、基本的なソフトウエアの使い方とかいうことに関しまして

は、今、教育政策課にいる３名の職員が精通をして、その点でもちろんソフトウエアの開

発とかいったことに関しましては、専門の業者と私ども県の教員・職員が一体になって開
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発していく。そういう意味では、そこの面でＩＣＴの能力といいますか、技術といいます

か、そういったことが落ちていくという心配はしておりません。むしろ、委託でお願いを

しておりますのは、窓口業務的に学校からの簡単な問い合わせとかアドレスを付与すると

か、割と機械的にできる作業は民間企業にお願いをしたほうがよいだろうという判断のも

とに委託をしているものでございます。 

◎池脇委員 そうしたいろんなトラブル解消のための解決方法とか学校現場での声を外部

の方が対応すると、それを集約してこういうケースが多いという分析が外部任せになる。

外部は多分分析もしてくれないでしょうけれども、実はそういう学校現場からの問い合わ

せの情報がＩＣＴ教育をするためには非常に重要じゃないかと思うんですよね。ですか

ら、ぜひどういう問い合わせ等が多いかということは委託先からも収集をしていただい

て、そして対応策にも結びつけていくという御努力はしていただいたほうがいいんじゃな

いかなとは思いますけれども、いかがですか。 

◎有澤教育政策課長 今委員からお話のありましたことにつきましては、十分に念頭に置

いて業務を進めているところでございますので、今後もその方向で学校のＩＣＴ化を進め

ていくために取り組んでいきたいと考えておるところでございます。 

◎浜田委員 おのおのの先生方の教育力をアップさせるために、コア・ティーチャーを養

成するとかいろんな努力をしていることはよくわかりますけれども、一方で、再教育の必

要な先生方については、例えばただいまのボクシングの指導者ということでおわびもあっ

たわけですが、想像では多分大津の教育センターのほうで、独自に反省とかしてると思う

んですが、私は大津のあの施設も今まで三、四回お邪魔をして業務概要のときに説明を聞

くんですが、実際、再教育の必要な先生方がそこでどんな研修を受けたり、あるいは自習

をされたりしているか、そういう現場を１回も見たことがないですよね。実態として、こ

こ10年ぐらいそういう再教育を必要とする先生方の数というのは減る傾向にあるのか、そ

れともやっぱり毎年10人ぐらいは常時あそこで研修されておる状況なのか。その内容につ

いても、具体的にどういう内容で御自身が研修されたり実習されたりしてるのか、そこの

ところをスポーツ健康教育課でも皆さんから質問があるでしょうけれども、それ以外にも

全体の大ざっぱな観点でどんな研修をされているかお教えいただきたい。 

◎有澤教育政策課長 お話のありましたのは、指導を要する教職員の対策のことかと思い

ます。教育センターのほうで研修を過去やってきたわけでございますけれども、平成25年

度で申しますと２名の先生方、26年度に関しましては今のところ対象の先生がいない状況

でございます。具体的な内容につきましては教育センターでやっておりまして、私も４月

からでございますので、少しそこの具体的なカリキュラムと申しますか、研修の内容につ

きましては、私なりにも勉強させていただきたいというところでございます。 

◎浜田委員 ２名って多分随分昔からいうたら減ってきているのかなという気もするんで
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すけれども、幾ら教育をしてもまた再発するとかいう先生方については、もうそろそろ肩

をたたいてやってもいいんじゃないかという御意見も常に委員の中からあるんですけれど

も、教育センターで教育を受けた上、なおかつ再興がならずに実際おやめになっていく先

生というのは、今までかなりいたんですか。 

◎有澤教育政策課長 直近の状況で申し上げますと、平成25年度に２名の先生が対象にな

っていたと申し上げましたけれども、その２名の先生につきましては退職の形をとられた

と聞いております。 

◎浜田委員 高知県は他県と比べて教職員の試験も非常に倍率が高いというより、入るこ

とが難しくて、苦労されて29歳、30歳になってもまだ臨時教諭をされている先生方もいっ

ぱいおりますし、かなり熱心で優秀な先生方もおられると思うんで早く新陳代謝もよくす

るほうがいいんじゃないかと思いますので、またお考えいただきたいと思います。 

◎塚地委員 校長等のリーダーシップということが強調されてるわけですけれど、リーダ

ーシップの受け取りといいますか、何が学校経営の中で大事かといって、確かにリーダー

シップ、旗を立てていこうということは大事かもしれないけれども、やっぱりどれだけ教

職員を集団として育てることができるかということが手腕として問われるわけですよね。

最近よく聞くのは、まず先生方は学校に行って、パソコンで伝達を受けて、結構その中に

報告事項があって、職員会は伝達機構的な会議になっていて、子供を中心にした大いなる

議論ができる職員会の体制になってきていないという声を現場の先生方からも聞いてまし

て、そうなると本当に集団として先生方が育つ場所としての職員会機能というのが、この

間薄れつつあるんじゃないかという危惧の声も聞こえています。きのう総務部のほうの職

員の健康と管理とか、傾聴、聞くことがすごく大事ですということが書かれてあって、何

カ所かに傾聴という言葉が出てくる。やはり、私はそういうリーダーシップの中で欠かす

ことのできない一つの要素なんじゃないかと思っていまして、それをできる学校現場の余

裕も必要だし、リーダーシップの中でも一つの大きな資質なんじゃないかと思っているの

で、ぜひ職員会という場所を大事にする組織づくりというのに心を砕いていただきたいと

思っていますが、そういう学校の組織づくりの考え方みたいなことについて、教育長の思

いがあればお伺いしたいと思っています。 

◎田村教育長 リーダーシップの方法は大きく分けて、集中管理型のリーダーシップと、

目標を示して目標共有型でやっていくリーダーシップのやり方の２つあると思うんですよ

ね。我々が進めようとしておりますのは後者のほうで、これは知事部局も従前から経営品

質の取り組みをやってきてそれはそういう考え方だと思っています。ビジョンについては

リーダーとしての校長先生がこういう方向で行こうよということで示す必要はあると思い

ますけれども、それについて具体的な取り組みですとか、こういうところを目指していこ

うとかいうことについては、それぞれの教員の皆さんが参加した上でそういう目標を設定
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していただいて、それに向けてみんなで頑張っていこうというところをリーダーシップを

とっていただくということだろうと思っていまして、そのための手段として、先ほど申し

上げた学校経営計画というものをつくっていこうとしているところです。 

 おっしゃるように、職員会議が開く機会が少なくなっているということについては、先

生方も忙しくなってそういう余裕がなくなっている部分はあるかもしれませんので、なお

実態もお聞きしながらできるだけ先生方が本来やるべき仕事、あるいは意識共有するため

の話し合いができる時間をとれるような条件づくりには努めていきたいと思います。 

また、傾聴のことにつきましても、我々が考えておりますリーダーシップのとり方とい

うのはそういうことですので、当然ながらこういった方向にいこうという中で、例えば達

成状況がどうかという話をする中では、個々の先生方のお考えとかをリーダーとしてきち

んとお聞きをすることは前提になるということだろうと思っています。 

◎塚地委員 忙しいこともあって職員会というところの大事さみたいなことが現場の中

で、そんな議論をする間よりもこの報告書を書かないとという現場もあるので、教育政策

課長も教育長も新しいので、ぜひそういう現場の声に耳を傾けていただくということを、

まさに傾聴していただいて、課題を見つけていただけたらと思いますのでよろしくお願い

します。 

◎土森委員 県教育委員会も、中澤教育長のもとで随分と実績を上げてきたと思います。

これは高い評価ですね。それを引き継いで、田村新教育長も、やる気満々になっていると

思います。そこで子供たちの学力・体力を向上させていく。そういうことなると、教える

側の力をつけるということですよ。幾ら教わる側が優秀な人でも、教える側の力がつかな

いと学力の向上につながっていきません。そこで10年経験者をレベルアップしていくとい

う目標を立てたと思うんですね。それで力をつけるためには教育センターがどこかでやる

と思うんですが、力をつけるためのその上の指導者が非常に重要になってくると思いま

す。力のある講師なり指導者がしっかり先生方の教育をしていく体系はできていますか。 

◎有澤教育政策課長 10年目までの教員を計画的に育てていくという意味では、指導教員

を各学校に配置しておりますし、学校で配置できない場合にはその地域で配置をする。そ

ういった指導教員の研修につきましても、教育センターのほうで計画的に実施をしており

ますし、中堅教員の中でリーダー的な教員を育てるということで事業の中で御説明をいた

しましたけれども、高知「志」教師塾といったものも今年度から実施をいたしまして将来

の高知県の教員を引っ張っていくというか、教育会を引っ張っていく教員の育成にも努め

ていきたいと考えておるところでございます。 

◎土森委員 よそから有名な講師を連れて来ないのか。これは自前で全部やろうとしてい

るのか。 

◎有澤教育政策課長 研修の中では、外からすぐれた知識とかノウハウをお持ちの講師の
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方に来ていただき、研修をしていくというのが一つ姿としてありますし、高知「志」教師

塾でも県外のそういう講師をお招きをして徹底的にやっていくという取り組みをするよう

にしてございます。 

◎土森委員 全国の進学校と呼ばれる私立学校は教える側の力が非常に高いですよね。そ

のために何をしているか。教師の力をつけるための教育をやっているわけです。ですか

ら、教える側の教育力が高まってくる。そこにはいい生徒が集まるという姿です。それ

で、やっぱり外からの風も吹き込んでくる、新鮮なもので体制づくりをしていくことも一

つの方法じゃないかなと思います。県内で大学の教授を呼んできてやるとかもいいかもわ

かりませんが、もう一歩伸ばしていく、ここまで努力して上げてきたんですから、何か風

穴をあけていく、教える側の教育力をつけるということは、もう一つ何かやる必要がある

と思います。田村教育長、ぜひそういう方向に目を向けたほうがいいと思うが、どうだろ

う。 

◎田村教育長 おっしゃるように、いろんな形で教員の教える力をつけるための人材を確

保するというのは大事だと思います。ただ、どうしても内部でということになると採用す

るということになりますので、そういった方を選択的に採用するというのはなかなか難し

い面があると思います。具体的に外部の力という形になるのかなと思っていますのは、福

井県では非常に数学の教育力が高い県でございまして、ことし高知県から職員を派遣いた

しまして、そういったすぐれた取り組みを学んでいただくということはやろうとしており

ます。そういったことも含めて、できるだけ内部だけではなくて、外部の知恵を借りるこ

とはいろいろ考えていきたいとは思っております。 

◎土森委員 採用とかいうことじゃあなしに、研修の項目の中に講師として来ていただい

てやるという方法もあるでしょう。私はいろんな方法を考えてやったほうがいいと思う。 

 それと、校長のリーダーシップです。やはり校長に力のある学校は確かによくなってい

ます。これは事実。校長によって学校経営も、学校の学力もすべて変わってくると教師集

団の中でも言っています。強いリーダー、校長先生を育成していくということは、非常に

重要なことだと思いますので、力を入れて、有澤課長のところが責任を持ってやらないと

いけないから、決意を込めて述べてみてください。 

◎有澤教育政策課長 委員がおっしゃるとおり、校長のリーダーシップもそうですし、管

理職である教頭、こういったところの学校組織を引っ張っていく職員が非常に大事だと思

いますし、そういう意味で教育センターでは校長の研修もそうですし、教頭の研修にも随

分力を入れて育成に努めているところでございます。 

 あと、どういったリーダーシップを持ったすぐれた能力を持った教員を教頭、あるいは

校長に登用をしていくか。登用のほうは私ども教育政策課では所管をしておりませんけれ

ども、いかにすぐれた人材を見つけ校長にしていくかといったところも非常に重要なこと
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で、県教育委員会としても取り組んでいきたいと考えておるところでございます。 

◎明神委員長 ほかにありませんか。 

（なし） 

◎明神委員長 質疑を終わります。 

〈教職員・福利課〉 

◎明神委員長 次に、教職員・福利課を行います。 

（執行部の説明） 

◎明神委員長 質疑を行います。 

◎塚地委員 一つが臨時教員を見つける責任はどこにありますか。 

◎彼末参事兼教職員・福利課長 現在、私どもの課で申し込みの受付をいたしまして、そ

れを人事主管課に見ていただいて、その中から選んでいただいたりしております。ただ、

委員が言われるところは最近急遽の病休の対応の臨時教員が確保できなかったということ

がございますので、各学校とか、もちろん教育事務所とか人事主管課も含めて、いろいろ

つてを頼って探している状況もお聞きをしておるところでございます。 

◎塚地委員 校長先生なり教頭先生が退職された先生方を追いかけて、緊急な場合の対応

に本当に四苦八苦している状況が生まれていて、かつては先生がいない状況は教育行政の

責任としてあるべきことでないという鉄則もあって、学校現場に穴をあけない。そこを学

校現場に頼らなくてはいけない状態になっていることの本質的解決をどうするかという議

論を、この間ずっと積み上げてはきていると思うんですけれど、そこで教育行政に対する

信頼がないと、教育現場からの教育委員会に対する信頼というものも崩れてきちゃうの

で、ここに任せておけば安心なんだという体制づくりみたいなことを教育委員会の行政の

責任として持つべきで、突発的だからということは言いわけにならない問題だと思ってい

るので、この間教育委員会の中でどういう議論になってきて、今後そういう事態を起こさ

ないためにどういう対応をするのかという方向性を現場にもきちんと言ってあげないと、

いつも人探しをしないといけないという状況が不安な材料にもなっているので、そこらあ

たりはどうですか。 

◎彼末参事兼教職員・福利課長 確かに委員がおっしゃられるように、教室に先生がいな

いという状況はまずいわけでございますが、教員はだれでもいいという事務補助ではござ

いませんので、最低限教員免許、さらに熱意というものも必要でございます。一方で最近

採用数がふえてきて、それから県外の大学を出てそれから帰ってこられる方も、受審者数

がここのところずっと一定で1,100名程度でございます。一方で採用数は平成20年度に実

施したものは88名の名簿登載だったんですが、昨年度は181名と100名ほどふえておりま

す。当然、先ほどの議論の中でもございましたように教員はすぐ採用にはなりません。教

員を目指す方で臨時教員をしながらという方がだんだん少なくなってるのは事実でござい
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ますので、私どもとしましては、ことしも京都とか神戸のほうで採用の説明会も開催しま

して地道に受審していただく人をふやしていきたいという思いもございます。 

また、ことしの教員採用の募集要項で本県の臨時の教員歴があれば一部免除をする制度

もつくりまして、他県でも結構つくっておるところもございまして、そういう臨時教員の

方についても受審の負担の軽減も含めて、本県で臨時教員をしていただく方も当然受審者

の方をふやしていく努力の中でやっていきたいと考えてございます。 

◎塚地委員 今回、受審に当たって臨時教員の経験を一つの有利な材料にしていただいた

というのは、これまで本当に皆さんからのいろんな要望も声もあって、よく英断してくだ

さって思い切ってくださったなと私たちもありがたく思っているんです。けれども、全体

の臨時教員数の配置数が多いことによってほかの臨時教員がいないという問題もあるし、

そこはやはり解決できる課題として取り組む。何か今、それは難しいんですよと、そうい

うことが起こってもある意味仕方がないというとらえ方に教育委員会がなっていると私は

問題だと思うので、やはりそこはゼロにしていくという決意でどう対応するか改善策を求

めていただく姿勢で臨んでもらいたいと思いますので、やはり教育委員会として、学校現

場に臨時教員を探す苦労をさせないという決意が大事だと思うので、そこを伺っておきた

いですけれど。 

◎彼末参事兼教職員・福利課長 委員がおっしゃられるとおり、一生懸命努力はしてまい

ります。ただ、どうしても突発的な部分とかにつきましては、学校の場所とかもいろいろ

ございますので、そういう努力は当然していかなければいけませんし、ゼロにするという

つもりで頑張っていきたいと思います。 

 それと、知事部局と違いまして団塊の世代がこれからますます退職者となってまいりま

すので、全員を新規採用でということはなかなか難しゅうございます。特に小学校につき

ましては何百人の退職者になってまいりますので、再任用も含めて計画的に教員の確保に

努めていきたいと考えてございます。 

◎塚地委員 定年退職で再任用という方々はまだ意欲のある方々かもしれないですけれど

も、定年までいかずにやめられる方もこの間結構ふえてきている状況もある。そういう

方々のところにまで話も来ていて、そうなると学校に疲れてやめたんだけれど、また学校

に行くことになって、結局、子供たちにとってもいい状況にはならないので、そこらあた

りはぜひ配慮をして考えていただきたいと思います。 

◎浜田委員 10年ほど昔は先生方の人事異動は、例えば東部だったら手結のトンネルから

東でぐるぐる回っていたことがあるんです。それ以後、広域人事という形で高知市からも

行ったり来たりしていますけれども。せんだって私の知人から相談がありまして、奥さん

が学校の先生、50歳代ですけれども、安芸市から１時間半以上かけて嶺北か、物部の方面

へ通勤をされているそうですよ。学校の仕事が終わってクラブ活動をやって、帰ってきた



- 11 - 

 

ときにはもうぐったりになって、家事もできないぐらい疲れている。50歳を過ぎた女性で

往復３時間も車を運転して通わないといけないような人事がされたのかなと。何とかこん

なことがないようにしてくれないかと御主人から要望がございました。さっきも職員住宅

の話もございましたけれども、遠いから職員住宅で泊まりなさいとかいう指導とか。でも

家庭があるのでやはり家へ帰って毎日通うということなんでしょうけれども、考えてみて

もかわいそうかなと思いましたけれども、広域人事でも、ある程度限度があるんじゃない

かと思うんですが、こんな事例もたくさんあるんでしょうか。 

◎永野教育委員会次長 浜田委員がおっしゃられるように、広域人事というのも10年、15

年ぐらい前から積極的に進めてまいりましたけれども、大量にということではありませ

ん。その地域で基幹になる職員、あるいは技量を認められて赴任する職員、それぞれテー

マがあると思います。例に出された職員も恐らく義務教育の関係の職員だと思われますけ

れども、今、塚地委員からも採用のことでありましたけども、本県の教員の年齢構成上、

今５割近くが50歳代でございます。そういった意味で、基幹職員は当然50歳代、あるいは

55歳以上という職員がたくさんございますので、中核的にどうしても働いていただかねば

ならない場合はそういう異動もあるということは、私どもも常々市教委の教育長を初め、

人事担当者の皆様にお願いをして異動をしていただいている現状はございます。 

◎明神委員長 ほかにありませんか。 

（な  し） 

◎明神委員長 それでは、質疑を終わります。 

〈学校安全対策課〉 

◎明神委員長 次に、学校安全対策課を行います。 

（執行部の説明） 

◎明神委員長 質疑を行います。 

◎中内委員 耐震化も大分進んでいるようでございますが、建物の耐震化はできても、窓

ガラスとか天井が落ちることの対策がほとんど進んでいないと思いますが、どうですか

ね。 

◎沢近学校安全対策課長 非構造部材の耐震化ということでございまして、これにつきま

して、私どもは平成27年度末までの完了を各学校に求めておりますが、どうしても構造体

の耐震化が優先されている状況でございます。私どもはこれから工事するものについては

当然あわせてやっていただきたい。済んだものについては早急に非構造部材に取り組んで

いただきたいと考えてございます。なお、本年度中に国も新たな非構造部材の耐震化の考

え方を示されるように聞いておりますので、それもあわせて参考にしまして、加速化を働

きかけていきたいと思っております。県立学校については現時点では平成27年度末に構造

体の耐震化にあわせて完了させる予定でございます。 
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◎中内委員 御苦労ですけれど、その辺も含んで100％を目指して頑張ってください。 

 それと、交通安全ですが、春野高校で事故がありましたね。もうあれから何カ月も過ぎ

ているが、どういう状況になっているんですかね。 

◎沢近学校安全対策課長 春野高校で朝の通学時に門の前で自転車の生徒が事故に遭いま

して、非常に大きな事故でございましたが、本人は回復していると聞いています。学校授

業にも一部参加をしていると聞いてございます。対策としては、門の前ですのでまずは路

面の標示の塗り直し、それから学校における生徒に対する指導の強化等をしております。

若干時間がかかると思いますが、学校の前が非常に狭うございます。路側帯もほとんどな

い状況でございまして、これは土木事務所と協議をしまして、すぐにはできないかもしれ

ませんけれども拡幅の検討を進めているところでございます。 

◎中内委員 危険な状態をそのままに放置しておくということは学校側としてもＰＴＡと

しても高知県教育委員会にもお願いも来たろうし、それから高知県警察にもお願いをして

おるとお聞きをしておりますけれども、これはやはり金があるとかないとかじゃなしに、

あそこは狭いですし、そしたらその間は先生が門でチェックするとかいろいろ方法はある

と思うけれど、そんなこともしてなかったと思いますがね。その辺も注意をしながら、今

後早急にできるようにお願いをしておきたいと思います。 

◎浜田委員 韓国では済州島に向かう船が転覆して、非常に痛ましい事故で、南海中学校

の紫雲丸事故を思い出すわけですが、県内では学芸高校の列車事故とか、あるいは宇和島

水産高校のハワイ沖での潜水艦の衝突事故、最近見てもいろんな事故が起きてるのかな

と。その中で県内の公立高等学校あるいは中学校の修学旅行は、今ほとんど海外じゃなく

なってるんじゃないかと思うんですが、実態はどうなんでしょうか。 

◎藤中高等学校課長 県立高等学校及び県立中学校の中で海外への修学旅行というところ

になりますと、南中・高等学校、あるいは中村中・高等学校。特に中村中学校につきまし

ては、韓国に姉妹校があるということで研修旅行という形で行っているように聞いており

ます。それから伊野商業高校でハワイあるいはアメリカへの研修、それから南高校のほう

のシンガポール、そういったところが海外研修に行かれている学校だと聞いております。 

◎浜田委員 それから海洋高校は練習船でハワイへ行っていますよね。そんなところもま

だ結構行っているなということを考えた場合、渡航先での子供たちの安全管理等をもう一

度この際、高知県教育委員会が主体性を持って各学校へ通達をして、校長先生と生徒らの

中で十分に安全対策について確保できるような体制を整えてから行くということで、その

点を御確認いただいておったら保護者たちも安心するのではないかと思いますので、見解

がありましたらどうぞ。 

◎沢近学校安全対策課長 高等学校課と連携をしまして、十分な対応をしてまいりたいと

考えます。 
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◎坂本（茂）委員 実践的防災教育推進事業ですけれども、具体的に去年も12校、ことし

も12校で校名はどうなっていますか。一覧表ででもいただけたらと思うんですが。 

◎沢近学校安全対策課長 はい。後ほど表にしまして。 

◎坂本（茂）委員 そういう先進的に取り組まれている課題をどうやって全体化していく

かということも重要だろうと思いますし、そういったことも含めてせっかく12校でやられ

ているわけですから、それをいかに全体化していく取り組みにしていくのかというところ

はどうなんでしょうか。 

◎沢近学校安全対策課長 各年度の実践校の取り組みについては、１月末から２月に県全

体の防災教育推進フォーラムを実施しております。そこですべての学校ではないですが、

幾つかの学校は直接に来ていただいて、成果を発表していただきますとともに、平成24年

度から始まりまして、本年度で３年間が終わりますので、実践事例集のような形で文書化

をしたいと考えております。 

◎坂本（茂）委員 そしたら、その３年分をまとめて、先ほど言う防災教育実践事例集に

つながるということでいいですか。 

◎沢近学校安全対策課長 そうでございます。 

◎土森委員 防災教育は重要だと思いますよ。ただ、防災教育だけにとどまらず、これを

やることによって学校内のいじめ・不登校がなくなったという事例があります。そういう

ことを考えると、これは時間が足らないんじゃないかなという気がするね。何でそういう

ことが起きたかといいますと、互助の精神ですよ。助け合い、命を大切にする。こういう

道徳的な精神を養うという面も非常に高い評価を受けています。釜石がそうですよね。で

すから、防災教育を通じながら、今問題になっているいじめ・不登校にも役に立つという

実例があります。ですから、そういう方向で防災教育というのをしっかりやっていく必要

はあるのじゃないかなと思いますが、いかがでしょうか。 

◎沢近学校安全対策課長 まず時間についてでございます。３時間ないし６時間、特に小

中学校で五、六時間というのはすべて防災の授業をやっていただくものと考えてます。こ

れ以外に、それぞれの歴史とか地理とか、いろんな授業の中で防災を巻き込むということ

はこれまでもやっていただいております。それから、ホームルームといった形でたびたび

話題にしていただくことも非常に重要だと思います。そういう意味では年間の全体ボリュ

ームとしてはかなりのものになるのですが、特に防災の授業として挙げましたのは、安全

教育プログラムをつくりましたので、それを使ってしっかり論理展開をして生徒にみずか

ら判断をする力をつけさせるには話題程度では少し足りないかな。それから通常の今まで

の取り組みに加えて、３時間ないし６時間といったものをしっかりとやっていただきたい

という思いでございます。 

防災が防災にとどまらないというのはもう御指摘のとおりであります。特に他県の例を
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見ましても、被災地を見ましても校種間の連携、高校生は中学生を助ける、中学生は小学

生を助けるといった取り組み。あるいは、地域との連携ができる分野だと考えておりま

す。 

◎土森委員 さっき地域という話が出ましたけど、そのとおりで、地域を巻き込んで学校

が中心になって防災教育を進めることによって、地域の防災力を高め、地域の横の連携ま

ででき上がってきたということになってきますので、ぜひ力入れてやっていただきたいと

思います。 

◎坂本（茂）委員 ちょっと関連もしますけれども、その地域住民を巻き込むというのも

68ページのフローチャートの中にもあるわけですけども、以前にも土居議員が本会議で取

り上げたりとかもしましたし、私も委員会の場でお話ししたこともあるのですけど、結

局、地域を巻き込んで一緒になってやるのを組み立てるといったら、結構労力も要るんで

すね、地域も学校も。学校がやってる訓練を地域に周知すれば、地域で関心のある人がそ

れを見に行ったりとか参加したりとか。あるいは、地域でやられる防災訓練を学校内で、

例えば子供便とかを通じて知らせていく。そしたら、子供を抱えている親御さんがその地

域の訓練に参加する意識ができるかもしれない。例えば、うちのマンションなんかも毎年

防災訓練やるのですけれども、やっぱり子供さんに参加してもらうことを中心に考えた

ら、若い親御さんも参加してくれるだろうという組み立てなんかするんですけども、そこ

を、地域も一緒になってつくり上げるといったら、地域も学校も大変な労力が要るという

ことで、せめて知らせる仕組みだけでもつくられたらどうかなと。それでも随分違ってく

るんじゃないかな。そして、例えば校区内の地域で自主的に防災訓練やる場合には必ず学

校へ連絡してくださいと。そしたら、学校はそれを生徒にも知らせるし、生徒を通じて保

護者にも知らせていく。両方から働きかけることで一緒に取り組めるということにもなら

ないかと思うんです。ですから、そういうスキームづくりみたいなものも検討していただ

けたらと思うんですけど、いかがでしょうか。 

◎沢近学校安全対策課長 御指摘のとおりだと思います。学校の取り組みの門戸が開かれ

ているというのは非常に重要なことですし、現にできているのではないかなと思います

が、徹底ができるような取り組みをしてまいりたいと思います。 

 それから、先ほどの御説明の中で小学校・中学校で、昨年度、防災副読本をつくったと

いう話ですが。副読本のねらいは家庭に持って帰っていただくという思いもあります。な

かなか御父兄に読んでいただきにくいかもしれませんが、かなり親目線でたえられる内容

のものになってます。ですから、学校教育が家庭を通じて地域へも波及ができるといった

ことにも心がけたいと思ってます。 

◎加藤委員 海沿いの学校なんかは裏山に避難場所をつくったり民間の土地をお借りして

避難場所を整備してますけど、例えば避難タワーであれば日常的にどうやって使うのかと
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か、桜の木を植えて見に行こうねとかいろいろ取り組みが今県下で広がってますけど、学

校でもそういう避難をするところを日常の学校活動で使っていくとかいう取り組みがもし

あれば御紹介いただきたいんですけれど。 

◎沢近学校安全対策課長 各学校、小・中学校も含めてなんですが、避難場所、避難方法

についてはすべて私どもがチェックをさせていただいて、避難場所としての確保まではで

きているんですが、その次の段階まではまだ情報を把握し切れてございません。 

◎加藤委員 学校の土地であったり学校の土地じゃなかったりとか場所の要件もいろいろ

あると思いますけど、例えば、ふだんから動物を飼うとか作物を植えるとか、１年に１回

田んぼをつくっといて植えるとか、いろいろ活用方法もあろうと思うんですよね。防災教

育もそうですけど、年に２回か３回か避難のときだけ上がる場所ではなくて、日常的に生

かして親しんでおくというのも重要な観点だと思いますので、もしそういう取り組みがあ

れば周知をしていく、共有をしていくということもぜひ広めていただければなと思ってい

ます。よろしくお願いします。 

◎明神委員長 ほかにないですか。 

（な  し） 

◎明神委員長 質疑を終わります。 

 それでは、ここで昼食のため休憩します。再開は午後１時とします。 

 

（昼食のため休憩11時48分～13時０分） 

 

◎明神委員長 それでは、休憩前に引き続き、委員会を再開します。 

 御報告いたします。池脇委員から少しおくれる旨の届け出があっております。あわせま

して、坂本茂雄委員から学校安全対策課に実践的防災教育推進事業に関する御質問があ

り、それに対する資料の提出がありましたので、各委員の皆さんに配付しておりますの

で、よろしくお願い申し上げます。 

〈幼保支援課〉 

◎明神委員長 それでは幼保支援課を行います。 

（執行部の説明） 

◎明神委員長 質疑を行います。 

◎加藤委員 多子世帯への経済的支援について伺いたいと思いますが、市町村の実施状況

はどんな状況でしょうか。 

◎原幼保支援課長 この補助金は、高知市を除く33市町村が対象となっております。現

在、県内では既にこの制度とは関係なく、大川村と梼原町、馬路村の３つの町、村で完全

無料化がされております。したがいまして、県の補助金としますと、この３つを除いた市
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町村に対する補助を実施している形になっております。 

◎加藤委員 完全無料化というのは、詳しく御説明いただきたいんですけれど、３人に限

らず１人目から無料ということですか。 

◎原幼保支援課長 県の補助対象事業が３人目ということですので、ただいま申しました

のは３人目が無料になっているということでございます。 

◎加藤委員 これは少子化対策とも関連すると思いますけど、非常にいい事業だと思いま

す。ただ、ぱっと見たときに多子世帯への経済的支援というネーミングがいまいちなんじ

ゃないかなと思いますよね。これは福井県もやってますけれど、例えば福井だったら、ふ

くい３人っ子応援プロジェクトと名前をつけて、福井県は３人目以降の医療費もそうです

けれど、妊婦健診なんかも無料でやりますよとメッセージ性が非常に聞き映えのする、福

井は子育てに力を入れてるんだというイメージがつきやすいと思うんですよね。高知県

も、こういう取り組みもあるし、いろいろ力を入れてやってますので、例えば妊婦健診な

んかだったら知事部局になると思いますけれど、連携をとっていただいて、せっかくいい

取り組みをやってるんだからネーミングもこだわってみたらどうかなと思うんですけれ

ど、どうでしょうか。 

◎原幼保支援課長 来年度の当初予算で議案を決めるまでに検討してみたいと思います。 

◎中内委員 待機児童の数はたくさんあるかね。 

◎原幼保支援課長 待機児童の数は、平成25年度で申しますと、４月１日現在は余り多く

ございません。高知市で17名、中村市で２名です。ただ、年度の途中からふえていってお

ります。概数になりますが、10月ごろには県内で100名程度、１月現在では150名程度にな

ります。年度途中でふえていく状況になっております。 

◎中内委員 それと幼稚園と保育所を統合するというような、おのずからか御存じのとお

りだと思うけれど、先生の役割が違いますが、その辺の数は確保できているか。 

◎原幼保支援課長 保育所と幼稚園の機能をあわせ持つ施設になりまして、そこで働く先

生は、保育士と幼稚園教諭の両方の資格が必要となってまいります。ただ、現状で言いま

すと、現在の認定こども園でも、七、八割程度の先生は既に保育士の資格と免許の両方を

持っております。それを持ってない方は５年間の猶予期間がありまして、その５年間に持

ってないほうの資格を取るという形になっておりまして、それに対する国の助成制度も準

備されております。 

◎塚地委員 子ども・子育て支援新制度の具体的な中身が、まだ国のほうからもきちんと

出てきていない状態で、この間も保育所の園長先生と話したら、何が何だかわけがわから

ないのよと言って、大変困っておいでたんですけれども、今の国の状況でいうとどれくら

いの段階で一定のガイドラインみたいなものが出てくるのか。 

◎原幼保支援課長 平成25年度の４月から国で子ども・子育て会議が設置されまして、１
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年かけて、月に何回ものペースで会議が行われてまいりました。子ども・子育て会議での

大体の考えは統一されまして、それをもとに国が省令の案をつくってるところでございま

す。その状況につきましては、それぞれ適宜適切な時期に、国から、まず県に対して説明

会が行われます。県はそれを受けて、市町村に説明を実施しているところです。また、４

月末には国も高知県に来まして、直接説明をする場も設けられることになっております。 

◎塚地委員 県の担当者会議というのは大体いつぐらいになりそうですか。 

◎原幼保支援課長 ４月17日に終わっておりますので、それを受けて４月末に説明会をす

る予定となっております。 

◎塚地委員 ４月末は町村に対する説明会ですか。 

◎原幼保支援課長 そうです。 

◎塚地委員 その保育の必要量の認定みたいなものをする必要が出てくるんですか。 

◎原幼保支援課長 保育の必要量という認定は、法律上することとなっております。その

中身と申しますのは二通りありまして、一つは11時間の認定です。これはフルタイムでお

仕事をされている方は、通常８時間仕事をされております。送り迎えの時間などを含めま

すと11時間という形になっております。また、フルタイムではなくてパートタイムで仕事

をされている方を想定しまして、11時間よりも短い８時間という認定をすることとなって

おります。ただ８時間の認定を受けたからといって、例えば２時間しか仕事していない方

が８時間も預けることを推奨するのではなくて、あくまで必要な時間内で保育をする形に

なっております。 

◎塚地委員 必要な時間内でやるということになって、８時間よりも短い保育時間の子供

たちもできるということですか。 

◎原幼保支援課長 できます。 

◎塚地委員 その場合は給付される額、例えば２時間のパートの人だと保育に必要な給付

される額というのは、２時間なり４時間なりという金額のものしか給付されないというこ

とになっていくんですか。 

◎原幼保支援課長 ８時間と11時間の二通りの認定になりますので、８時間・11時間それ

ぞれに応じたお金が支給される形になります。 

◎塚地委員 今までは、市町村に申し込みをすれば、そこから入る保育所が決定される、

そのシステム自体も変わっていくんですかね。 

◎原幼保支援課長 変わりません。同じです。 

◎塚地委員 設定は変わらないんですね。わかりました。 

◎西内（隆）副委員長 主要事業説明資料の42ページ。特別支援保育コーディネーターの

配置の件ですけれど、これ補助先となっているので、保育所等に通うと書いてありますけ

れども、例えばその先に認定こども園とか、対象となるかというのは市町村の判断みたい
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なところなんですかね。 

◎原幼保支援課長 保育所に限ったことではございません。市町村で、保育所、幼稚園、

認定こども園も含めてやっていただいて結構です。 

◎西内（隆）副委員長 また、例えば70ページの高台移転施設整備というのは、補助先が

市町村（保育所については、高知市を除く。）と表現されてますね。ということは、高知

市の認定こども園なんかは対象になるんですか。認定こども園、何とか保育園とかもあり

ますけれども、どうですか。 

◎原幼保支援課長 対象となります。 

◎西内（隆）副委員長 そしたら戻りますけれど、42ページの高知市の認定保育所なんか

は漏れるところがあるんじゃないか。もちろん高知市の財政事情というものがあって、42

ページなんかは、高知市は中核市ですので認定こども園なんかに出す出さないは市の御判

断だと思いますけれども、耐震のほうで高知市の認定こども園にそういう手が出せないん

だったら、こちらの特別支援保育コーディネーターのほうでも何か手が出せないものかな

と、そういう話です。 

◎原幼保支援課長 70ページの高台移転につきましては、公立の保育所は除くという形で

私立の保育所は対象となります。 

◎西内（隆）副委員長 高知市は中核市なんで、それはわかっておるんです。 

 単純に高知市内の認定こども園の方から特別支援保育コーディネーターを配置してほし

い、そういうのがあればいいなという話を受けて。ここにそれに類するものがずばりピン

ポイントであったわけですけれど、高知市は含まれてないわけですよね。 

◎原幼保支援課長 含まれておりません。 

◎西内（隆）副委員長 一方で、もちろんメニューが全然違うんで、これと比べるとどう

なのかなという話ですけれど、高台移転施設整備では、高知市の認定こども園が引っ越し

したいというときには対象として含まれるということですよね。 

◎原幼保支援課長 そうです。 

◎西内（隆）副委員長 そのあたりが個人的には違和感があるというか、埋めてもらいた

いなということで御意見をさせてもらったわけでございます。もし御答弁できるところが

あれば。 

◎勝賀瀬次長 若干補足させていただきます。高知市は中核市でございまして、保育園に

つきましては、高知市自身が許認可権限を持っております。それとあわせて、国による地

方財政措置といったものも高知市については手当てがされておりますことから、保育園に

ついては基本的に県の補助制度からは外させていただいておるといったことがベースとし

てございます。 

◎西内（隆）副委員長 それは存じ上げておるわけですけど、要するにハードは別だとい
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うことですか。もともとこのハードについては、国からの経緯もあって別ですよというこ

とですか。高知市は市だからこういう措置になっていると理解したらいいですか。 

◎勝賀瀬次長 保育園につきましてはそういった中核市ですけれども、認定こども園につ

きましては、県のほうでこれまで許認可等の権限を持っておりました。そういったことも

ございまして。 

◎明神委員長 いいですか。質疑を終わります。 

〈小中学校課〉 

◎明神委員長 次に、小中学校課を行います。 

（執行部の説明） 

◎明神委員長 質疑を行います。 

◎中内委員 学力テストをきょうもやっていますね。それは公表するんですか。 

◎長岡小中学校課長 県教育委員会の基本的な考え方といたしまして、当然全国学力学習

状況調査の県の状況は公表させていただきます。ただ、市町村とか各学校については、基

本的には県が公表は行いません。ただ、私どもとしては、各市町村、あるいは学校が主体

的に保護者、あるいは地域の方々に説明をしていただきたいと考えております。 

◎中内委員 それはいいですが、学力が本当についたと思いますか。私は試験を見ても、

数学ならＢの成績が悪い。そしたら実質にＡの試験がよかったかといったら、さほどでも

ないけれど、一定の評価はできるということですが、ＡがわかってないからＢの試験のほ

うが悪い。応対力がないと受けとめますけれど、その辺はどうですかね。 

◎長岡小中学校課長 御存じのように全国学力学習状況調査の結果については、平成19年

度に結果が公表された段階では、例えば、中学校の数学においては、全国と８ポイントか

ら10ポイントの開きがございました。そして、平成25年度においては、特に中学校Ｂにつ

いては、まだマイナス６ポイントのところにあります。しかし、Ａ問題につきましてはマ

イナス4.4ポイント。つまり、全国との開きは両方とも半分ぐらいにはなってきておりま

す。そういった意味で学力はついてきたと考えております。ただ、中内委員がおっしゃっ

たように、これが確実かと言われると、まだまだのところはありまして、Ａ問題の基礎基

本の定着とあわせて、基礎の学力をいかに活用するのかという勉強もしていかなければな

らないと考えております。 

◎中内委員 よその教育委員会でも聞いてみますに、やはり学校によっては、事前にテス

トをして本番に備える傾向もあるようですが、高知県のほうはそこまでしておるかどうか

存じないですけれども、普段の努力ということが大事だと思いますので、その辺に力を入

れて頑張ってみてください。 

◎西内（隆）副委員長 49ページの外国語教育推進プラン実践事業についてですが、中学

校と高校なんかは英検準１級、あるいはＴＯＥＦＬですかね、教員のレベルの目標という
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ものがあるんですが、小学校というのは対応できる教員という表現になっていますけれど

も、本課ではどのようなレベルの教員を配置すべきと考えて実行されるんでしょうか。 

◎長岡小中学校課長 現在も外国語活動で、小学校の教員が主体になって、英語の授業と

いうよりは活動を行っております。平成28年度の新しい学習指導要領の中で、多分英語は

教科化されるであろうと。これについては教員にどのような力が必要であるのか、そして

子供たちにどのような力をつけなければならないのかということを、高知県の英語教育推

進プラン検討委員会の中で検討いただいて、高知県の目指す英語の教師像、そして子供た

ちにつけるべき力を明確にしていきたいと考えております。 

◎西内（隆）副委員長 そもそも教員になる段階で、その部分については先生自身が体系

的に教育されているわけではないので、大変な取り組みだと思いますけれども、しっかり

進めていただきたいと思います。 

それと、もう一つは道徳教育についてでございます。この間も机の上に新しい取り組み

の副読本をお配りいただいて、中を拝見させていただいた覚えがございます。ある先生が

退任されるときにおっしゃっていたのが、学校の道徳教育等々を通して、一人一人の生徒

は非常に素直ないい生徒を育てられたと自負はできているんだけれども、それが実践まで

至っているかというとなかなかそのようには至らなかった、その辺が反省点であるとおっ

しゃられておりました。他者に対する心配りとかいうものを、どのように行動にしていく

かというのは非常に難しい問題ではございますけれども、この副読本なんか読んでいて、

適当な言葉かどうかわかりませんけれども、そこにはいろいろな日々の出来事を通してこ

うありなさいということが書かれているわけでございますが、そこに主格というか人格み

たいなのがないんですよね。例えば、私なんかは伝記ものを読んで特定の人間の人生とか

生きざまをなぞらえながら、その人の考えと実践してきたことから学んでおったわけで、

非常に輪郭のはっきりとした見習うべき存在があったわけでございますけれども、そこら

辺がどうもこの副読本は弱いような気がしたわけでございます。次回以降、教材をつくる

に当たっては、具体的な日本の偉人、もちろん地域の土佐、高知にちなむ人物の話でも構

いませんし、日本にかかわらず、世界にも偉人はいます。そういう書き方をされたほうが

いいんじゃないかなと思いました。これは提案でございます。 

◎池脇委員 小中学校にたくさんの課題があって、一つ一つ整理をされながら課題解決に

向けて御努力されているのがよくわかります。外国語の習得も義務教育の中に入ってまい

りました。その意味では、ますます重要になってくるのが国語力ではないかなと思いま

す。それで、ことばの力育成プロジェクト事業を進めているわけですけれども、先ほど課

長からも説明が若干ありましたけれども、一つは小学校の中で国語教育をしっかりやって

きた。高知大学でいえば、国語教育の出身者といいますか、ありますよね。そういう経歴

を持っている先生方というのはどれぐらいいらっしゃいますかね。 
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◎長岡小中学校課長 国語教育を専門にやってきた教員の数というのが、今私の手元にな

いもので、改めて確認して御報告させていただきたいと思います。 

◎池脇委員 昨年、重点３校の先生方の発表会がありました。私も見させていただいたん

ですけれど、大変すばらしい発表をされておりました。あれに参加されていた各学校の先

生方等から、どんなお声が上がっていますか。 

◎長岡小中学校課長 この重点校ではいろいろな国語に関する取り組みがあります。例え

ば、新聞を使った授業をつくるとか、国語学習シートを使った取り組みであるとか、ある

いは校内で言語力検定をしたり俳句をつくったり。そういった取り組みで、どういう効果

があったのか教えていただきたい、うちの学校でもやっていきたいといった驚きの声は多

くありました。 

◎池脇委員 それがこのプロジェクトの推進に拍車をかけていく流れになっていくことは

非常に大事じゃないかなと思います。ああいう発表会はどんどんやっていかれて、先生方

同士で啓発をし合っていく。それから、国語力をつけるための具体的な中身はそれぞれ３

校で違ってまして、ユニークな取り組みをされていると思うんです。あれを継続していく

ことも大事でありますよね。そうなりますと、そういうものが先生個人の授業の展開で終

わるのか、しっかり学校として、その先生が異動になったとしても、授業をちゃんと受け

継いで授業化していくことが大事と思うんですけれども、そのあたりのところはどうお考

えになっているのですか。 

◎長岡小中学校課長 その研究期間が終わって、その先生方が異動になって、学校のいい

伝統、あるいは文化がなくなるということは非常に厳しいものがあります。そういった意

味で、指定期間についてはできるだけ長く。例えば、これ以前に新教育課程拠点校という

のがありました。これも３年指定でありましたけれども、その３年が終わった段階で新を

のけて教育課程の拠点校として現在も研究を進めていると。これも同様の方向で、その学

校の伝統になるように研究を進めていってもらいたいと考えております。 

◎池脇委員 研究ということで続けることはいいんですけれども、汎用していくことが大

事ですよね。広げていかなければ、余り効果が期待できないですよね。ですから、小学校

の先生は国語の専門の先生でなくても、国語の授業持たなくてはいけませんから、先生の

力量をアップしていくためにも、研究段階からそれを実践段階に引き上げて一般化してい

く、汎用化させていくまでの仕組みをつくらないといけないんじゃないかなと。特にこの

間の発表会で感じたのは、その先生方みずからが創意工夫をされているんですね。まねご

とじゃないんですね。今まで算数なんかで、潮江東小学校なんか初期にチームティーチン

グを導入してやったんですけれども、チームティーチングそのものはまねごとだったんで

すよね。ですから、一定の効果は出たと思いますけれども、指定が終わりますともうそれ

なりになってしまってるという形になって、それ以上その授業が発展して効果が上がるよ
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うな形で定着したという姿が余り見えないんですね。そうならないように、ぜひ、国語力

を高めるこの事業はしっかりした仕組みづくりをしていただきたい。 

先ほど御指摘もありましたけれども、テストでＡはとれているけれどＢがとれない。Ｂ

は応用で文章題なんですよね。文章題の意味が理解できない。基本的には国語力が身につ

いてないから、計算力は身につけていても、問題を理解できない。理解できたら、計算力

は身についているから公式を当てはめていけば解けるはずですけれども、意図するところ

を理解できてないというところで、やはり国語力が弱いのではないかと。これは各教科に

共通する課題ですから、特にこのことばの力育成プロジェクトは非常に重要なプロジェク

トだと思いますので、いま一度さらに力を入れて先生方に頑張っていただける対応をお願

いしたいと思いますけれども、いかがでしょうか。 

◎長岡小中学校課長 池脇委員に言っていただいたように、Ｂ問題が解けていないという

ことは、国語の読解力、あるいは読解したものを自分の言葉を通してうまく人に説明する

表現力がまだまだ身についていないということであろうと我々も考えております。そうい

った意味で、やはり、思考力・判断力・表現力のもとになる国語の力はこれからもつけて

いかなければならない。そのために、こういった授業についてはますます力を入れてやっ

ていきたいと思いますし、成果というものは、発表会等も今年度２月８日に計画をしてお

りまして、各学校に集まっていただいて発表もしていこうと考えております。 

◎塚地委員 すごく単純な話ですけれど、高校入試のときに四則計算もできない子供たち

もおいでるというデータも一定ある。そのお子さんたちがそこに至るまで義務教育の中で

どんな時間を過ごしてきたのかと思うと何か本当にせつなくなる。義務教育の中でどうし

てそうやって残って成長していくのか、進級していくのか。全体の底辺をぐっと上げるこ

とが、高知県の学力をぐっと上げる一番の大事なポイントかなと私は思っているんですけ

れど。当たり前のことだけれどできていないことをどうしたらいいのかなと。例えば現場

の先生方の思いとして、これがあればそんな子を残さずに成長させていけるよという議論

みたいなのはどんな感じでしょうか。 

◎長岡小中学校課長 確かに、基礎的な学力が十分についていかずに次の学年へ進級して

しまう子供というのは、厳然として存在します。この子供たちをいかに少なくしていくの

か。できれば全員がその学年で必要とされる力をつけて次の学年へ上がっていってもらい

たい。これはすべての教師が思うところです。今、実際にどういうことがやられようとし

ているのかというのは、先ほど教育長もお話しをしました、これは組織で取り組んでいか

ないと、個々の担任の先生だけの問題にしてしまうと担任の先生もしんどくなる。子供も

しんどくなる。例えば10人なら10人、20人なら20人の教師集団がどうこの子供にかかわっ

ていくのかを考えなければならないと思います。そして時間をつくる、あるいは状況によ

っては支援員のような形のものを要望していただく。そういった組織的な取り組みが必要
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になってこようと思います。 

◎塚地委員 そこがうんと大事にされる学校が大事じゃないかと思うんです。できる子供

たちは意欲を持ってやるし、それなりに伸びていく能力を持っている。義務教育の中で本

当に大人が責任を持って、だれをどこに力を注いで育てるかという部分を評価される学校

になることが大事じゃないかなと思ってまして、スクールソーシャルワーカーの配置です

とか、いろんな多面的な力も寄せ集めて、そういう子供たちを一人でもなくす方向を高知

県教育委員会としても力を入れて取り組んでくださっているので、ぜひそういう視点で小

中学校の学校教育を充実させていくという、私はそこを大事にしてもらいたいなと思うん

ですね。そのことがやはり全体の底上げにつながって行くんだと思うので、すごくいい子

を育てましたという評価の視点だけでなくて、そういう子供たちが成長していって、学ぶ

喜びになったよというところを大いに評価していただく現場づくりというのをお願いして

おきたい。 

◎土森委員 平成24年から武道が必修化されましたね。柔道、剣道、相撲、各学校に指導

できる先生方はおられますか。 

◎長岡小中学校課長 基本的には、特に中学校は配置をしていると認識しております。相

撲を行うのであれば、例えば部活動なんかで実施してきた人物かどうかですけれども、基

本的には武道を指導できる教員の配置はあると認識しております。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 外部指導者の活用もあわせて行っておりますので、ダンス

も含めて、武道必修化は安全に留意して運用を進めているところでございます。 

◎土森委員 柔道、剣道、相撲は選択肢ですから、各学校で決めるわけじゃないし、それ

ぞれ学校で３つの武道をやっているところもあろうと思いますよね。それはどうなんです

か。指導者がいないとなかなか教えることができないでしょう。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 施設の問題、また指導者の問題等ございます。それぞれ学

校によってしておるわけでございます。ちなみに剣道が多くございます。 

◎土森委員 何で文科省が必修化したかと言ったら、道徳心を高め規範意識をしっかり持

たす。それによって、国家社会のために貢献できる人材育成なんですよ。ですから、スポ

ーツを通じて人間形成をしていくというのは非常に重要なことだと思いますね。これは本

当にもっと充実をしてほしいと思うのですがね。各中学校に相撲場があるかといったら全

部ないでしょう。それから剣道、柔道をやる施設も全部の中学校にないですよね。どうし

てやっているんですかね。武道館があるところに行くとかね。それと剣道は体育館ででき

ますわね。体育館の中に畳を敷いて柔道やらせるという方法もあると思います。どういう

ことでやっていますか。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 剣道が多い理由も、導入しやすい、なおかつ施設が体育館

があるということで多くございます。柔道につきましては、畳等をそのときに配置をして
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やる学校もございますけども、普及が浸透しているとはまだ言いがたいところではござい

ます。相撲につきましても、女性もまわしのついた相撲パンツをやって持っていくという

導入もしております。平成24年度から必修化をしています。 

◎明神委員長 それでは質疑を終わります。 

〈高等学校課〉 

◎明神委員長 次に、高等学校課を行います。 

（執行部の説明） 

◎明神委員長 質疑を行います。 

◎坂本（茂）委員 今、御説明のあった県立高等学校再編振興計画の統合問題ですけれど

も、一つは、高知県のスーパーグローバルハイスクールの申請が不採択になった主な理由

とか、県で把握しているところがあれば教えてもらいたいですけれど。 

◎坂本高等学校課企画監 スーパーグローバルハイスクールの申請につきまして、全国で

246校から申請がありましたということをお聞きしております。その中で56校が採択され

ました。採択されました56校を見てみますと、従来からそういった課題解決に向けた取り

組みがされている先進的な学校が多いように見受けました。そういった準備の違いからく

る評価があったのではないかと分析しております。 

◎坂本（茂）委員 具体的に例えばこういうところが不十分だから採択をしないんだとか

いう、文部科学省からの回答はないですか。 

◎藤中高等学校課長 246校から110校に絞られる時点で、最終的に高知県の高知西高校は

採択されなかったわけですけれども、このスーパーグローバルハイスクールの大きなメイ

ンテーマが課題研究を中心に教育課程において、どういう形でやっていくのかというとこ

ろが大きなポイントでございました。その際に、高知西高校については、これからどうい

った形で課題研究を進めていくか、もともとの素地がございませんので、それをチャレン

ジ校とした形でやっていくということで申請書をつくってやっていきました。そういった

目指す具体的な方向性とかいった部分が弱かったと捉えております。ただ、詳細な部分を

私どもも調査確認をしているところで、56校のテーマの内容がどういうところか、しっか

りと調査をして、その結果として、総合的にどういうところが弱かったのかを分析せねば

ならないと思っております。 

◎坂本（茂）委員 あと、今後の丁寧な議論の仕方ですね。２月本会議のときには議論に

二、三カ月のおくれが出るだろうということだったわけですけれども、一つにはスーパー

グローバルハイスクール事業が国の事業としては採択されなかったということ。さらには

ここの経過の報告の中でもありました、高知市議会において請願や意見書が可決されたと

いうことは本会議の議論中にも前提としてなかったことであって、その段階で二、三カ月

おくれるだろうと。本会議後に新たな条件として今言ったようなことが加わってくる中で
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丁寧な議論をするとしたら、今のところどんなタイムスケジュールになっていくと考えら

れていますか。 

◎坂本高等学校課企画監 丁寧な議論のやり方ですけれど、学校関係者の意見を再度十分

お聞きする場を設けたいと考えておりますものがその内容でございます。スケジュールに

つきましては、当初、２月県議会では、二、三カ月おくれることになるのではないかとい

う御答弁をさせていただきましたが、そういった場を設けますことでもう少し長くなるの

ではないかと思います。最終的なスケジュールは、進めていく中で考えさせていただきた

いので、今、いつまでというのはお返事いたしかねるところです。 

◎塚地委員 高校再編問題で、高知市議会での県に対する意見書議案が採択をされたし、

請願も採択をされたわけですけれど、県側としたら、市議会への対応みたいなことも必要

にはなってくるかと思うんですけれど、そういうことも考えておられるんですかね。 

◎坂本高等学校課企画監 教育委員会としても、高知市議会の請願、それから意見書の可

決は重いものと受けとめさせていただいておりますので、まだ具体的な対応につきまして

は検討中でございますが、何らかの対応が必要ではないかとは思っております。 

◎塚地委員 前提として、今、保護者の皆さん、生徒の皆さんから今回の計画は見直して

ほしいという意見が出ていて、高知市議会の対応もされてきて今日に至っているというこ

とになっているし、高知西高校のほうも保護者会も含めて、そういった学校づくりみたい

なところが説明もされてないし、合意も得られている状況でもないということになると、

結構時間がかかっていきますよね。やはり、私はそこで焦らないことがこれからの高知県

の教育行政を進める上でも大事なことだと思うんですよ。特に今度西高校に高知南中学校

部分を持っていくかもしれないということになると、県立中学校の市内のあり方がどうな

のか、そこらあたりの問題ももっと議論を積み重ねた上でないと、今はたたき台だけれど

も、これは新たな県としての計画なんだと出すに至るまでの経過は、たかだか数カ月みた

いな話ではどう考えても行き着きにくい。今ちょっとスケジュール的に言いにくいという

話はありましたけれど、そこは、どういう腹構えをお持ちか。 

◎坂本高等学校課企画監 高知市の高等学校のあり方につきましては、先ほどの資料でも

御説明しておりますけれど、そこに至る前に県立高等学校再編検討会ですとか、作業部

会、それからその後の教育委員協議会の中で議論を重ねてきたところです。議論の中身の

説明が足りていない部分があるかもしれないということで、今後学校関係者の皆様の御意

見をお聞きした上で、その検討経過もわかるような資料をお示ししながら御説明させてい

ただきたいと思っております。 

◎塚地委員 多分、南高校の保護者の皆さんにはそれなりの御説明もした結果でああいう

動きになっている。だから私はわかりやすいとかいう問題とは質の違う問題だから、同じ

説明を繰り返しやったとしても、今の段階でうんという話になっていかないと思うので、



- 26 - 

 

スーパーグローバルハイスクール問題も含めて、もう一遍、全体計画を見直さないと、ほ

かの問題も前向いていかないと思うので、こちらは一歩も引かないですよ、変えませんよ

という姿勢で臨んでも、それは解決に至らないと思うので、そこの考え方。 

◎田村教育長 おっしゃるように、現時点ではたたき台ということでお示しさせていただ

いているということです。これについていろんな御意見があるということですので、ベー

スはたたき台としてはあると思いますけれども、それに関すること、それ以外のことも含

めて、しっかりと御意見をお聞きしていきたい。まずそこからスタートしたいと思ってい

ます。そこを丁寧にやった上で、たたき台を見直す必要があるのかどうか、あるいはほか

に代替案があるのかといったことも、御意見を伺う中で、我々として検討もさせていただ

いて、その上で最終的にどういう形にしていくのかということをまた議論をさせていただ

きたいという考えであります。それがどのくらいかかるかについては、こういったものに

ついて期限があるということではございませんけれども、やはり精力的に議論をして決め

るべき時期にはきちんと決めるということは必要だと思いますので、我々としてもできる

だけ皆さんに納得はいただける議論もしながら、余りいつまでもということにはならない

ようにはしたいと思っています。 

◎塚地委員 どこかの時点でどういう形にしろ結論は出すとは思うんですけど、やはり県

立中学校問題どうか。西高校のスーパーグローバルハイスクール、バカロレアどうかとい

う、両にらみでいかないといけないわけで、市内全体、県下全体の高校教育がどうなのか

というあたりでいうと、今回投げた石が結構大きかったので、大きいなりの手順と時間が

必要なわけです。聞く範囲も単純に保護者だけじゃない、聞かなくてはならない範囲もあ

ろうかと思うんです。どういう方々にどういうお話を聞く必要があると考えてやっていこ

うとするかというあたりを整理して、私たちにもわかるような形で、こういう方々にこう

いう話をして、こう説明していきますということを整理したものがあったらありがたいで

す。今の段階でどういう範疇の方々から意見を聞くということも、もう議論をされて出て

いる話なんですか。 

◎坂本高等学校課企画監 今の範囲でお答えできる部分で言いますと、先ほど言いました

ように、学校関係者と申しますのは、保護者、校友会、同窓会、それから広い立場での高

等学校のＰＴＡの団体、それから小中学校のＰＴＡの団体、それから高知市並びに周辺市

町村の教育委員会などを考えております。その他、有識者としましては、文部科学省です

とか、大学の学校の教育の専門の方なども、議論の中身によってはお招きしていろいろ御

意見もお伺いしたいと考えております。 

◎塚地委員 保護者会というのは西高校のほうも入ってるんですか。南高校だけですか。 

◎坂本高等学校課企画監 西高校も入っております。あと、須崎工業高校も含めまして、

今回移転の対象になっているところはすべてです。 
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◎塚地委員 再度ですけれども、そこは丁寧によろしくお願いします。 

◎浜田委員 スーパーグローバルハイスクールとか、バカロレアですけれど、国の指定

校、認定から漏れたという話ですけれど、国の指定を受けると受けないとでやり方がうん

と違うんですか。高知県独自でやろうと思ったらできるんじゃないかと思いますけれど

も、どんな違いがあるのかはいかがですか。 

◎藤中高等学校課長 今、委員からお話がありましたように、スーパーグローバルハイス

クールでは、国の指定を受けると、平成26年度ですと一千数百万円という国の予算が下り

てきます。ただ、国の予算があるなしにかかわらず、今、高知県、あるいは全国において

もグローバル人材というのは喫緊の課題として育てていかなければならない。それを進め

ていくのは、たとえ高知県であっても、地域の産業すべてのものに対してこういった視点

を持った子供たちは育っていかなければなりませんので、国のスーパーグローバルハイス

クールがあるなしにかかわらずやっていかないといけないことだと思っております。 

◎浜田委員 その姿勢をしっかり持っていただいたらいいと思う。 

◎坂本（茂）委員 そうは言っても、一応予算の上では収入に国費を当てているわけです

ね。そこをどうするかの判断は６月議会とかで議論されるんですか。それとも今からずっ

といろんな丁寧な議論するから、その分は執行保留にしておいて、一定の議論の方向性が

出た段階で議会へ諮るのか、そこら辺はどんなふうに考えているんですか。 

◎藤中高等学校課長 まずは今、とにかく、スーパーグローバルハイスクールはなぜ高知

県が採択されなかったというところ、それから、どういったところが採択されたという細

かい情報をしっかりとる時間が必要ではないかと思っております。その情報の中で、さら

に国の動きとして、例えば追加の指定があるかといったいろいろな部分を少し時間をいた

だいて、しっかりと情報収集をやっていきたいと考えてます。その上で、また、どういっ

た形がとれるのかということで考えていきたいと。今まだ、そこの情報をしっかりとる途

中でございますので、これからどうかという部分については、そこを少し整理させていた

だいてからと考えているところでございます。 

◎土森委員 統合だとか合併だとかということになると大変な問題、苦労があると思いま

す。我々も田舎の小学校を統合させてきた経験を経てますがね。一つ大きな目的は、子供

たちの教育向上のためとか、今回は子供たちの命を守るということにつながっているわけ

ですね。こういう統合の話が出たら必ずそれに対して反対の意見は出ます。ほとんど、８

割と２割ぐらいの違いでね。賛成という人は余りおりませんよ。しかし、教育方針の中

で、これは今の段階で統合してしっかりやっていったほうがいいと検討委員会からの判断

が出ているわけですよね。そこでもいろんな意見も聞かないといけないけどね。ある程度

落としどころということもまた必要だと思います。今までも高校再編で統合してきた学校

がありますよね。そこは統合して成果が上がったかどうか。その辺もきれいに説明してみ
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てくれますか。 

◎藤中高等学校課長 昨年までの10年間の再編計画において、大栃高校あるいは仁淀高校

が統廃合、それとこの春で大月分校、それから久礼分校といったところについてありまし

た。分校については、基本的には本校のほうでしっかりと受けとめる。受けとめて子供た

ちのニーズに対してちゃんと応えられるように、例えば久礼分校であれば、須崎工業高校

には女子生徒たちも入れるユニバーサルデザイン科を置き、須崎高校では商業系の系列

で、女子生徒の対応といったものを受けとめて、分校がなくなっても、２校の本校でしっ

かりと受けとめてやっていくという形で、子供たちはそういったところで目的に向かって

やっていると認識しております。ただ、委員が言われるように、仁淀高校が閉校になった

際に、統合は佐川高校になったわけでございますが、やはり佐川高校自身の位置関係が高

知市内に近いという部分もありまして、仁淀の子供たちが佐川に行かずにそのまま市内に

行く子供たちも実際にいると聞いております。そういう意味で佐川高校の役割というのが

もっと明確にならないけないという部分では、私どもとしてはさらなる振興策を打ってい

かなければならないと思っておりますが、そういった課題もあることは事実でございま

す。それから大栃高校につきましても、やはり山田高校に統合したということでございま

すけれども、山田高校もやはり佐川高校と同じように市内に近いということで、大栃から

山田ではなくて、さらに南国市内まで出てくる。特にＪＲ等の関係もありますので、想定

された統合先でよりしっかりした学校をつくっていくという部分においては、まだ課題も

残っておることは事実でございます。 

◎土森委員 今回の場合は、高知市内の学校ですよね。大栃にしても仁淀にしても中山間

にあって、生徒数が減ってきて学校運営は難しいというようなことで統合させたというこ

とになるでしょう。しかし、これはあくまでも子供たちのためなんですよね。教育委員会

のごり押しでも何でもない。その辺を私は教育委員会としっかりしたしんの強いものを持

っておく必要があると思います。うちも旧西土佐で、小学校を統合するには随分時間かか

りまして。それでも、あそこ１つの学校にしたでしょう。それは統合すればその地域に学

校がないなるわけですから。地域の人たちは猛反対ですわ。うちに学校がないなったら大

ごとじゃと。地域そのものが崩壊してくるとか、いろんな話があった。それで子供たちの

ためにもならんとかという話もありましたけど、今、統合してわずかな期間ですけども

ね。結果がどうかわからんが。しかし、そういう経過というのは必ず出てきますので。し

っかりした方向性、あくまでも子供たち、高知県の高校生の質的なものを高めていく。す

べての面で。そういうことを考えた上でやっていくということは非常に重要なことだと思

いますので。いろんな意見もあろうと思いますけど、よく聞いて、方向を変えずに頑張っ

ていってほしいと私は思います。 

◎池脇委員 統合問題についてですけれども、統合のあり方は２種類あると思うんです
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ね。今まで高知県が統廃合でやってきた場合に、どちらかというと、統合というよりも廃

合のイメージが非常に強かったわけですよ。大栃高校と山田高校も、山田高校は残ってい

るんです。大栃高校が閉校になったんです。だから、統合という言葉は合わせることでし

ょうけれども、合わさっているというイメージが余りないんで。そういう統廃合のやり方

は基本的には少子化にどう対応していくのかということですから、避けられないですね。

もう一つが、例えば東京都、晴海高校という総合学科のいい学校をつくりました。あれは

３校か４校が廃校になってるんですね。それで晴海高校という新しい学校をつくった。そ

の３校か４校の学校からどういう声があったのか。似たような声はあったと思います。し

かし、そこに行くべき生徒が、晴海高校という新しい学科の学校ができて、そこに希望を

持って行こうという。だからある意味、踏ん切りが立つ。今その晴海高校は大変レベルの

高い総合学科で評価をされて、東京都内の各地域から生徒が来ています。本来は新しい学

校をつくらなくても、既存の学校同士統合して、どちらかを閉校にして、どちらかを残

す。東京都も両方のやり方でやってるんです。非常に関係者の反対の声が強いというと、

どちらかが閉校になるケースのほうが強いですね。しかし、合わせて新しい学校で、名前

も変えて、科も変えて、新しく生まれ変わる形で提示をされますと、関係者からはかなり

違う反応が出てきているということがありますので、高知市という都市部ですから、今回

対象になったのが南高校と西高校なわけですけれど、どちらも生徒数の多い、それから注

目をされる、特色のある学校ですから。それが当初出たときに南高校だけが注目されたわ

けですね。西高校のほうはＳＧＨを導入するという形で学校の質を上げる。一方の学校は

学校の質を改善していく。一方の学校は少子化のために人数を減らしていく対象の学校と

いう印象を与えてしまったといったということがあると思うんですね。だから、先ほどの

高等学校課長のいろんな事業の説明もありましたけれども、県立高校で国公立大学に500

人程度の進学者を生み出す。現状ではそうなってきてるんですよね。かなり、県立高校は

頑張って、500人程度の国公立大学の進学者を実現している。これをさらに700人まで上げ

ていこう。そうした場合に、今のような学校の体制で、あと200人の国公立大学の進学者

を実現できるのか。それから難関校の進学率を高めようという目標を持っているわけです

ね。これに対して、今の状況の中で単に教員の配置だけでという内部的な改善だけでそれ

が実現できるのか。非常に難しい課題だと思うんですよ。ただその意味で、西高校をこの

ＳＧＨ等を目標にして進学率をさらに高めていく。今の西高校でなくて、レベルを上げる

西高校を求める方針が下地にあるように思えるんです。だとすれば、先ほども２つのやり

方があるというお話をさせてもらったんですけれども、こういうことが議論できるかどう

か別ですけども、普通、統合といえば新しい学校をつくるほうが希望というものが少しあ

ります。だから、本当に西高校と南高校を統合する。統合して新しい学校、例えば西南高

校。これ仮定ですよ。そうすると巨大マンモス高校になってしまうんですね。それでどち
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らも国際科があり、英語科がありますから。グローバル人材育成という形で新しい学科を

想定してつくる。そういう形で統合して、その上で、しかし少子化で減らさないといけま

せんから。けど、各学校において入学定員を減らすことは今までもやっていますよね。そ

ういう形で、年度を見据えて新しい学校での募集定員を減らしていく方法もあるんではな

いかなと。これから議論をされるということですから、関係の方たちが本当に納得ができ

る、また、今いる在校生も含めて、卒業生も含めて、自分たちの関係した学校がよりいい

学校としてつくり上げられていくということであれば御理解もいただけるんじゃないかな

と思うんですけれども。統廃合ということにおいてもそういう２種類あるということも御

認識いただいて、しかも高知県では平成30年に向けて国公立大学の入学者を700名まで持

っていこうとか、さまざまな目標を立てているわけですから、それに沿うような形での新

しい学校編成をやっていくことも非常に重要なコンセプトではないかと思いますので、議

論の参考にしていただければと思います。 

◎土森委員 本会議で私が、県立高校から医学部に進学できる学校体制をつくったらどう

かと質問をさせてもらったら、当時の中澤教育長は、モデル校をつくってやるということ

で、お話を聞くと、ことし追手前高校から６名、医学部に入ったそうですね。これは本当

に高い評価です。私立大学へ行かせて医学部、金が要る。県立高校から医学部に行けると

いう空気をつくってくれた。今、池脇委員が言ったように、レベルの高い学校づくり、西

南高校と言われましたが、本当にそういう学校にしていくことも重要じゃないかなと思い

ます。どうですかね。来年度、医学部に県立高校から何名ぐらい入れる見通しですかね。 

◎藤中高等学校課長 委員からお話のあるように今年度は６名ということで。ただ、６名

は現役だけでなくて、多いのが浪人です。といいますのは、やはり医学部はなかなか３年

間でやるのは、今の現状では足らない部分もあります。そういった中で、追手前高校はプ

ロジェクト的に１年生でくくり募集をして、それから２年３年で自分が選択をしながら、

その中でも医学部を意識した子供たちを集めて、さらに引っ張っていくというやり方を

徐々にしております。そういったことがついてくれば、さらに一定の数を確保できると思

います。ただ、来年６名大丈夫かと言われますと、浪人の数を含めて６名でございました

ので、現役・浪人合わせて、とにかくことしの数に近づけるように、私どもとしても頑張

りたいと思っております。校長先生からは毎年そういった方向で頑張っていくという力強

いお答えをいただいております。 

◎土森委員 追手前高校だけじゃなしに、東高校も西高校も拠点校をつくって努力をさせ

る。東高校からも西高校からも行くようになったと。こういうこともお考えになっていた

だきたいと思いますので、力を入れてやってください。 

◎池脇委員 ＳＧＨのことについて。愛媛県教育委員会を調査してきまして、四国でＳＧ

Ｈに通ったのが、愛媛県の松山東高校と徳島県の城東高校です。どちらも東京大学に大体
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10名前後入る、高知県でいえば、土佐高校レベルだと思います。医学部にもしっかり入

る。ＳＧＨになったんで、松山東高校には県単を含めて2,400万円の予算が下りる。それ

でどういうＳＧＨをつくるんですかと聞きましたら、器具を入れるということじゃないん

です。優秀な外国人講師をしっかりそろえる。やはり語学なんですよね。もともと学力の

ある生徒が集まって、さらにその上に英語力を高めるための優秀な外国人講師をしっかり

充実していくとおっしゃっておりました。これが５年間ですから、追手前高校が高知県で

はトップですけれども、松山東高校、あるいは徳島県の城東高校と比較すると、それぞれ

の県の代表的な県立高校だけれども、ＳＧＨをとった、とれなかったということにおいて

は、県を代表する県立高校の学力格差、進学の格差は、５年間でかなり広がるだろうと。

質的なものにおいても広がっていくだろうと思いますよね。だから、松山東高校は広島大

学なんかに20名ぐらい行ってますからね。高知は何とか高知大学にというのが主体になっ

ていますけれども。むしろ愛媛大学には少ないですね。その意味では、相当、追手前高校

も頑張りましたけれども、まだまだ伸びしろはあるわけですから。その上で、小津高校が

ＳＳＨで力をつけてきましたので、やはりもう１校、核となる文系の進学率の高い一流の

学校をどうしてもつくらなくちゃいけないということも高知県教育委員会の大きな課題で

はないかなと思います。ぜひ、同じ四国内の中で他県から余り格差をつけられないように

しっかり追いついて、できれば追い抜くぐらいの勢いでこの問題に取り組んでいただきた

いなと思いますので。教育長よろしくお願いします。 

◎坂本（茂）委員 一つだけ教えてください。参考資料の12ページにある生徒の意欲を高

める応援プラン事業の中で、中退者の多い10校と就職してからの離職率の高い６校という

のは、これは公表して取り組むわけですか。 

◎藤中高等学校課長 中途退学の多い10校の重点校につきましては、毎年一定の高い学校

もあれば、去年度ぐっと高くなったところがあります。そういったいろいろな条件があり

ますので、私どもとしては、各学校においては中途退学防止の半減プランもつくっていた

だいてますが、公にその10校がどこなのかということは公表しておりません。それから、

社会人基礎力育成プログラムの６校については、このプログラムをつくっていただく学校

ということで、６校指定しております。この学校でしっかりつくっていただいて、それを

34校すべてに広げていきたいという意味での６校でございますので、この６校について

は、基本的に就職内定や就職の状況の課題があると書いてありますけれども、就職率は高

いけれども１年後の離職率は少し高いといった課題もありますので、できれば公表という

よりは各学校でつくってやっていただいて、成果を見せていただきたいと思っておりま

す。具体的に６校と10校の名前を公表するつもりはございません。 

◎明神委員長 質疑を終わります。 

ここで休憩といたします。再開時間は３時25分とします。 
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（休憩15時５分～15時25分） 

 

◎明神委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会を再開します。 

〈特別支援教育課〉 

◎明神委員長 次に、特別支援教育課を行います。 

（執行部の説明） 

◎明神委員長 質疑を行います。 

◎浜田委員 中芸高校には山田養護学校の分校ができてもう数年たちますけれども、生徒

の数は増加の傾向にあるんでしょうか。 

◎川村特別支援教育課長 年々増加の傾向にありまして、今年度は21名でございます。最

終的に30名程度を予定しております。まだ全学年埋まっておりません。あと２年ほどで小

学部も全部埋まる状況でございます。 

◎浜田委員 中芸高校は聞くところによると、昼間部においても、発達障害ぎみのお子さ

んが相当数おられるということで、今、インクルーシブ教育という中で一番近いところに

いるんじゃないかなと思うんですけれども、将来的には東部の県立高校もそれぞれの特色

を持って、中芸高校をこれから残すという方向で考えていくならば、この分野を伸ばして

いくべきじゃないかと。元校長もおられますけれども、できたらキャリア教育、就職支援

なんかできる体制も整えて、地元に共同作業所みたいなものもあればいいかなと思ってお

ります。それから、地元に田野病院という比較的大きな救急病院もございまして、リハビ

リとかＰＴ・ＯＴとかそんなのもおりますし、ここでこういった発達障害の子なんかも受

け入れる病院になったら、徳島県の特別支援の子供たちを集めてやっている、みなと学園

のような体制も組めやしないかなと思ったりするんですが、これは理想ですけれども。残

していくという方向性で、ひとつまた頑張っていただきたいと思いますが、いかがでござ

いましょうか。 

◎川村特別支援教育課長 田野分校は県東部の特別支援教育支援の拠点校にも位置づけて

おります。当然そういった発達障害のお子さんにも支援ができる教育相談員も置いており

ます。また、相談員がＰＴとかＯＴとかいったチームを組んで学校に入る事業も打ってお

りますので、今後そういった専門家も活用しながら、高等学校等への支援も充実をしてま

いりたいと考えております。 

◎塚地委員 日赤の移転に伴い、今後、江ノ口養護学校はどんな形になっていくんでしょ

うか。 

◎川村特別支援教育課長 日赤の移転ということもありますけれども、特に特別支援学校

では近年非常に障害が多様化しております。その中でも江ノ口養護学校とか盲学校なんか
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におきましては、一昔前の生徒の実態とは非常に変わってきています。そういった状況か

ら、今後それぞれの学校が今以上にいい教育をするためにはどうしたらいいのかというこ

とをこれから検討していく必要があると考えております。 

◎塚地委員 方向性としては、あそこに学校を残して何らかの形で充実させていくことが

検討されているんですか。 

◎川村特別支援教育課長 検討についてはまだ始まっていませんけれども、まずはそれぞ

れの学校の学校関係者、学校の先生方は、この学校をどうしたいと考えているのか。ある

いは保護者が、どういった学校をこれから望んでいかれるのか。あるいは盲学校であれ

ば、たくさんのＯＢの方が視覚障害者協会のほうにも、団体のほうにも入っておられます

ので、そういった障害者団体とも意見交換などもしながら今後の方向性を考えていきたい

と考えております。 

◎塚地委員 例えば高知市全体でいうと、知的障害や発達障害の方々がふえてきて、特に

知的の障害の部分は結構量的にもふえてきて過密状態というのがひところ問題視をされて

いたんですけれど、そういう総合的な中で考えるのか、ピンポイントで江ノ口養護学校と

盲学校みたいに考えるのか、そこらあたりはどういうことですか。 

◎川村特別支援教育課長 第１次の検討というところで、知的障害と肢体不自由について

数年前に検討いたしまして、そのメーンの一つは知的障害のお子さんがふえている。特に

高知市を校区とする県立の特別支援学校がふえておりましたので、その対策といたしまし

て、分校２校を設置する計画を立てまして、平成23年度に分校を設置して、高知市校区の

県立の特別支援学校については狭隘化が解消に向かっております。そういうこともありま

して、５障害のうち２つの障害を以前検討いたしましたので、残る３つの障害について今

後検討していく必要があると考えております。 

◎塚地委員 もう一点だけ。子ども・子育て支援制度になって、学童保育の課題が市町村

の事業計画の中に入るようになってくると思うんですけれど、県立の特別支援学校の学童

保育の位置づけというのは、どういうふうにやっていきますか。 

◎川村特別支援教育課長 現在、学童保育につきましては、県立の特別支援学校では山田

養護学校が実施しております。これは生涯学習課が所管しておりますけれども、保護者主

体で運営しているものでございます。最近、放課後児童ケアという福祉の部分が非常に充

実してまいりまして、そちらを利用される保護者が以前に比べるとすごく多くなっている

ということで、学童保育の利用者数もちょっと減り気味にある状況でございます。 

◎塚地委員 保護者の中には、特に長期の休業期間中、学童保育がぜひあったらいいなと

いうお声も聞いてるんですけれども、そういう声は余りこちらには届いている状況じゃな

いですか。 

◎川村特別支援教育課長 私どものほうには、直接そのような要望というのは入ってきて
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いない状況でございます。 

◎塚地委員 今の福祉的なケアがどういう利用状況なのかということも含めて、また個別

に御相談させていただきます。 

◎川村特別支援教育課長 承知しました。 

◎中内委員 特別支援学校へ勤める先生とか養護教諭とかが大変苦労が多いと思う。やは

り現場へ出ていって確認をして対応してもらいたいというのが一つの望みです。というの

も、もう10年ぐらい前でしょうか。ある校長に晩の５時ごろが来たら必ず毎日嫌がらせの

電話があったらしいです。校長は長い間勤務しておったから、のらりくらりかわしながら

何カ月も電話をとって、晩の５時ごろ来たら、もう電話がかかってくるという心構えをし

ておったようですけれど、そういう苦労というのもあると思うんです。だから、課長もデ

スクワークではなしに、やはり現場へ出ていってそういうことも確認をして、何かがあり

はしないかということは知ってほしいと思いますが、そういうことは今までありました

か。 

◎川村特別支援教育課長 できるだけ学校現場には訪問するように、これからも努めてま

いりたいと思います。また、学校のそういった苦労話といいますか、そういったことはこ

れまで何件か入っておりますので、その都度対応しておるところでございます。 

◎浜田委員 塚地委員がおっしゃった江ノ口養護学校の関係ですけれど、以前質問を書く

ときに調べたことはありますけれども、江ノ口養護学校と日赤の医療団とのかかわりは、

最近余りなくなっているようでして、恐らく私の予想では江ノ口養護学校はあのままあそ

こへ残るんじゃないかなと思ってます。となったときに、今の南館は非常に新しくて壊さ

なくてもいいですけども、その裏の北のほうの本館は比較的老朽化が激しくて、正面玄関

へ行くのには日赤の駐車場のわきの小さい通路を通っていかないとたどり着かないという

ことになってきますので、南館は残ったとしても、駐車場の前の今の古いほうを壊して新

しく病院が立て直すとなると、どうしても江ノ口養護学校へ行く道路は確保してもらわな

いといけないということになりますので、そこのところは今度新しく病院が行くことにな

っていますが、御理解いただけるのかどうか。そんなところも含めて、これからいろんな

協議もしていかないといけないと思うんですが。やっぱり江ノ口養護学校が今後とも存続

するためには、あそこを何とかよけてくださいよという方向でお話を進めないといけない

ですわね。そのことが気になっています。 

◎川村特別支援教育課長 冒頭のお話ありましたとおり、現在、高知江ノ口養護学校で、

慢性疾患で日赤のほうに主治医のお子さんというのはもうほとんどいない状況でございま

す。そういう状況もあるということが一つです。それと、江ノ口養護学校へ入る口という

のは、御指摘のとおりでございます。病院の横の道を入るという方法と、裏にもう１本道

がありまして、非常に狭い一方通行の不便な道でございますので、もし仮に今後、移転と
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いうことでいくとなれば、そういったところも十分気をつけて、今度入るところとは協議

をしてまいりたいと思います。 

◎明神委員長 ほかにないですか。 

（な  し） 

◎明神委員長 質疑を終わります。 

〈生涯学習課〉 

◎明神委員長 次に、生涯学習課を行います。 

（執行部の説明） 

◎明神委員長 質疑を行います。 

（な  し） 

◎明神委員長 質疑を終わります。 

〈新図書館整備課〉 

◎明神委員長 次に、新図書館整備課を行います。 

（執行部の説明） 

◎明神委員長 質疑を行います。 

◎西内（隆）副委員長 総事業費に関する３ページで、その他経費⑦の金額が4,000万円

ぐらい減っていますけれど、これはどういう要因でございますか。 

◎渡辺新図書館整備課長 これにつきましては、平成25年９月の補正後の１億4,500万円

というのは予算額ですけれども、今回、平成26年３月は、平成25年度分の契約済みの金額

を実績の数値に置き直したものでございます。入札の不用とかいった関係で減額になった

ものでございます。 

◎塚地委員 先ほどの懸案事項の概要説明のところであった、課題の「ランニングコスト

等に係る県・市の費用負担の調整」は今議論中ということですが、主な相違点はどんな感

じですか。 

◎渡辺新図書館整備課長 今、建築につきましては、高知市との間で当然決定されて、そ

の費用負担割合で工事の発注なんかもしておるんですけれども、ランニングコストにつき

ましては、今、まだ人員体制とか、光熱水費ですとかいろんなことを試算しておりまし

て、まだ調整する部分が残っております。そういった意味で、こちらのほうに県・市費用

負担の調整と書かせていただいています。まだ決定はしておりません。 

◎塚地委員 ここも議論中なのかもしれませんけれども、点字図書館の関係は、全県的な

視点で１カ所しかないんで、県下を視野に入れていただいて機能してもらうという形にな

るので、ここも県として何らかのランニングコストの対応もしてもらいたいという声も市

のほうにはあろうかと思うんですけれど、そこらあたりもまだ詰まっていない状況です

か。 
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◎渡辺新図書館整備課長 ランニングコストにつきましては、これから最終的に詰めてい

くようになりますけれども、点字図書館につきましては、高知市の施設ということになり

ますので、高知市でどういった形で運営していくのかというのも確認させていただいた上

で、それに対して県がどういった支援をしていくのかというのが具体的に決まっていく形

になると思います。 

◎塚地委員 これまでもずっと点字図書館の問題は経過もあってきて、ここ１館しかない

ので、県下的な視野で対応してくださっている。それについては、この際、一定県も役割

を果たしたらどうですかという思いもあるので、ぜひ高知市からの意見も聞いていただい

て、よろしくお願いします。 

◎浜田委員 図書館の完成イメージが出てますけれど、この外側がＣＬＴ部材のような感

じなんですけれど、元林業振興環境部長が教育委員会にきて突然こんなになったのか。初

めからこんなのだったのか。これは可動式で角度が変わるんですか。 

◎渡辺新図書館整備課長 可動式ではございません。外側につきましては木質のような見

た目にはなっておりますけれど、コンクリートに近いもので、内側につきましては当然木

は使えるんですけれども、外側は色の変化ですとか、経年変化とかございますので、木材

ではなくてグラスコンクリートといったものになってます。 

◎浜田委員 コンクリートだけども木目に見える細工をしてあるということですか。 

◎渡辺新図書館整備課長 そういうことです。 

◎明神委員長 質疑を終わります。 

〈文化財課〉 

◎明神委員長 次に、文化材課を行います。 

（執行部の説明） 

◎明神委員長 質疑を行います。 

◎浜田委員 高知県の東部地域は古民家を利用したまちづくりで交流人口の拡大も結構で

きて、町もにぎわって、少しはお金も落ちているんですけれども、文化財に指定をしてい

ただくのは非常にありがたいですが、実はこの維持・保存には個人のお金がたくさん要る

んです。私の家も、母屋の本宅と大蔵とれんがの蔵、３つが文化財の指定をいただいてい

ます。大蔵はもう140年、私の住んでいる母屋は1900年ですので115年、これが毎年、直し

ても直しても次から次へいかんなってくる。これを維持・管理していくのに毎年50万円の

お金じゃ足りないです。修理代でもそれだけかかります。今、こうちの木の住まいづくり

事業なんて、高知県産材の家を建てると個人の資産形成でも200万円ぐらいの補助金がい

ただけるんですよ。こんなこと思ったら、文化財にしていただいて老朽化に対応するため

に要るお金も支援をしていただきたいというのが私の本音です。というのは、一文化財当

たり16万円の特別交付税が市町村に来てるんですよ。ですから、私の家は３つ文化財の指
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定になっていますので、毎年、48万円の特別交付税が奈半利町に入ってるんです。ところ

が奈半利町は文化財に指定することによって固定資産税を減免していますので、収入が減

ってるんですね。その減った収入分を特別交付税でカバーしてるという形になってるんで

す。ですから、１件当たり16万円いただく特別交付税を特別会計でプールしていただい

て、文化財の維持・保存に使っていただけるならいいんですけれど、町からもそんなお金

は一銭もおりないので、皆さん個人でそれの修繕・修復して、交流人口の拡大に寄与して

るんですよね。みんなもう本当に大変な思いをしてますので、その実態をここでお知らせ

をして。特別交付税も入ってる、しかし、一般財源で使われておるんだと。だから、古民

家の持ち主は全くお金が補助されてないんですよということを御認識いただいた上で、今

後また検討いただきたいと思います。 

◎塚地委員 新図書館のところで、埋蔵文化財センターで発掘をされた木簡ですとかを保

管するのに結構お金がかかるという話があっていたんですけれど、今どういう状況になっ

てますか。池のことじゃなくて掘り出されたもの。 

◎彼末文化財課長 木簡、必要なものは持って帰っておりまして、その処理についてどう

していくかということを事業主体であります新図書館のほうと打ち合わせをしている状況

でございます。 

◎塚地委員 保管するのに割と費用がかるという話があったんですけれども、埋蔵文化財

センターも保存したいけれども、予算がつかないかなと言っておられましたので。 

◎渡辺新図書館整備課長 埋蔵文化財の発掘調査につきましては、今年度末までの契約期

間になっていまして、発掘調査自体は昨年度終わりまして、今年度は、出土品なんかの整

理と報告書の作成ということになってます。出土品の整理をしていく中で、木簡とかそう

いったものの保存をどうするかということで、これからまた協議をしまして決めていくと

ころでございます。契約金額自体は、当初想定していたもので今年度末まで契約しており

ますので、その予算の範囲の中でできるかどうかといったところから調整をさせていただ

くようになると思います。 

◎塚地委員 発掘調査の段階と、出土したものを管理するというと、そこで費用負担の考

え方が違ってくるんじゃないかと思うんです。新たに保管するためには保管する費用みた

いなものが埋蔵文化財センターに必要になるじゃないですか。そこの部分の予算化がどう

ですかという話です。 

◎彼末文化財課長 先ほど言いましたように、出たのを当面どういった処理をしていくか

というのは、これから協議になります。その後、どう保管して活用していくかというの

は、指定管理なりの中で、予算を活用していくという形になっていきます。 

◎塚地委員 それなりの金額が、多分必要だと現場の声も聞いてますので、そこはぜひ現

場ともすり合わせしていただいて、貴重なものの保存が抜からないように、ぜひしておい
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ていただきたいという要望です。 

◎彼末文化財課長 きのうだったか、職員がセンターへ行きまして、打ち合わせなりも進

めておりますので、新図書館整備課とも一緒に協議していきたいと思っております。 

◎明神委員長 質疑を終わります。 

〈スポーツ健康教育課〉 

◎明神委員長 次に、スポーツ健康教育課を行います。 

（執行部の説明） 

◎明神委員長 質疑を行います。 

◎坂本（茂）委員 参考資料の主要事業の説明資料の35ページに、日中成人スポーツ交流

事業というのがありますけれども、今後、中国側との協議により変更の可能性ありという

ことですが、予定は６月で、もうそろそろという時期ですが、どんな状況になっています

か。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 前年度の総務委員会以降、この３月17日から４日間、中国

の貴州省でございますが、日本体育協会の役員と私とで実務協議を現地で行っておりま

す。そうした結果、６月６日から10日まで４競技となっておりますけども、ボウリングを

除いた３競技で交流をするところが決まっているところでございます。 

◎土森委員 女子も相撲をとるという話でしたが、剣道・柔道・相撲は必須化になって、

全中学校ですから、本当にいい指導者が全学校に張りついているかね。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 努力して一生懸命頑張っております。先ほど申しましたよ

うに、専門の先生がいないところにつきましては、すべてとは言えませんけれども、外部

指導者を、ダンスも含めまして４競技派遣することとしております。また、全教職員を対

象に講習会をやっております。まだすべての方が受けるには至っておりませんけれども、

そういうことを進めて安全で効果的な武道の必修化を進めているところでございます。 

◎土森委員 間違った指導をしたら大変ですからね。素人では難しいところがあります

よ。経験のない人が教える、例えば剣道、柔道、相撲。ダンスは外部から来ると思います

けれど。間違った指導が行われないようにしっかり経験をした先生が指導することが必要

だと思いますが、全部そうなってないということよね。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 先生方の声を聞くと、確かに最初は不安というところから

入っております。ただ、先ほど申しました研修会等を重ねることによって、なおかつ、教

職員の集団の中での研修で高め合うことによって、やっていってるところです。まだ10

0％完全にやれてるとは感じておりませんけれども、年々進んでいる実感はしておりま

す。 

◎土森委員 これはスポーツを通じて人間形成をしていくことが目的です。道徳心、規範

意識を高めるとか、そういうことで必修化にしてきたわけで、指導者はしっかりしてもら
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わないと困る部分がありますので、この辺徹底して指導者になれる体制をぜひつくってほ

しいですね。それと例えば剣道が多いという話ですけれど、必須ですから武具は国の予

算、県の予算で全部そろえる。例えば柔道なら胴着、相撲ならまわし。個人負担はないで

すか。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 個人負担はございません。市町村の負担で進めておりま

す。 

◎土森委員 それは市町村の一財ではなしに、交付税とか何とかに入っているわけです

か。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 入っております。 

◎土森委員 必須科目ですから当然そうなってきますね。武具とかそういうことは全部備

えないといけないわけで。それとトップアスリートによる「夢の教室」も非常に関心があ

るんですけど、これは３年前からですか。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 平成21年度から始めております。 

◎土森委員 ことしは、トップアスリートはどういう人を予定してますか。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 まだ調整の段階でございます。サッカー協会との契約でご

ざいますけれども、サッカー選手だけではなく、水泳選手、また、総合格闘技の選手です

とか、馬の騎手ですとか、いろいろ調整している段階でございます。あす中央から参りま

すので、話をする機会がちょうどございます。 

◎土森委員 いいアスリートをぜひお呼びいただいて、いい指導をしてもらえるようにお

願いします。 

 それと、四国大会とか国体とかに出る競技は33競技ありますね。毎年、国体で高知県は

下のほうをはっているわけで、何とか競技力を上げるためにも、いい指導者を育成してい

くことも重要な部分ですね。それぞれ県によって取り組みが違うと思いますが、高知県が

えらい競技は、野球とかソフトボールとか、そういうところですか。全体的にもっと指導

者の育成というのを積極的にやらないといけないんじゃないでしょうか。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 指導者の育成が急務でございます。その前に確保がござい

ます。それはずっとやっておりまして、昨年度の３月に追手前高校の芸術ホールを借りま

して、指導者のフォーラムを行いました。各競技団体はそれぞれで一生懸命頑張っている

んですけれども、横のつながり、高知県のきずながちょっと弱くございまして、国体を戦

うときにはやはり高知県のチームとして戦うことが必要となってきますので、そういうと

ころも含めまして指導者の養成のフォーラムをやりました。なお、高知県では現在、特別

強化という策をとっておりまして、例えば、お家芸競技といいまして、相撲、卓球、ソフ

トボール。また、２番目としては、例えば東京国体で総合優勝しました弓道等がございま

す。ランク分けをしまして、絞りながら強化をしているところでございます。なお、ジュ
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ニアからの系統的な育成が大変重要でございますので、子供のときからの強化も、県でや

る高知くろしおキッズという指導と合わせて、各競技団体がやるジュニア育成に取り組ん

でいるところでございます。 

◎土森委員 そこで学校も重要ですけれど、やっぱり県体育協会の役目が非常に大事なと

ころにあると思います。やはり県体育協会の強化ということも一つの考え方として持って

おく必要があると思います。不祥事の話は後で出るらしいですけど。ぜひ、スポーツの競

技力を上げてください。何か一ついいものが出てくると夢が膨らみます。高知県人が胸を

張って誇れます。ぜひ頑張ってやってください。 

◎加藤委員 関連して、トップアスリートの派遣ですけれど、一つ目に、昨年度より今年

度の予算が減っていることにもっと頑張っていただきたいという思いもあるわけですが、

今年度、親子で参加する教室に取り組むということですけれど、その概要を御説明いただ

けますか。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 県内の３会場で、小学校を対象にして、親子で「夢の教

室」というのをやります。実施の内容につきましては、例えば、まず運動のプログラム

は、サッカーの人が来たからといってサッカーをするわけじゃなくて、フェアプレーの精

神、チームワークの向上をねらった活動をします。例えば２人、３人グループでやらない

となし得ない動きをやります。次にトークタイムでございます。この夢先生、トップアス

リートでございますけれども、その方の挫折したところとか、そこからはい上がってきた

ところとか児童に伝えるトークを行って、それを親と子供ともどもやっていく。サッカー

が90分でございますので、90分として授業もやっているところでございます。 

◎加藤委員 ３会場というのは、どんな会場ですか。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 ことしは調整をしています。ちなみに昨年度でございます

けれども、安芸市、香南市、土佐市、四万十市、高知市。５つあるならば５つ平均的に持

っていこうと考えているところでございます。 

◎加藤委員 評判のいい事業ですので、来年度も予算獲得を目指して頑張っていただきた

いと思います。 

それで、次の人権教育課でも御説明はあろうと思いますけれど、教育上の諸問題があり

ますよね。いじめとか、不登校とか、少年非行とか、いろいろとあると思うんですけれ

ど、学力もそうですし、学習のそういう諸問題ですけれど、ある程度、学校の部活にスポ

ットを当てた取り組みを検討していただいたらどうかと思っていまして、いろんなケース

が考えられると思うんです。健全な精神は健全な肉体に宿ると言いますけれど、部活をせ

ずに時間があると非行に走るとか、なかなか統計上出てこないかもしれないですけれど、

部活に入っている入っていないというのは、かなり大きい影響が出ると思うんです。高知

県の場合は、部活動というのは運動部だけじゃないですけれど、運動部の加入も全国的に
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も結構少ないですけれど、その辺の状況をちょっと御説明いただけますか。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 体力の面から申しますと、体力を向上させるためには部活

動が非常に影響していると言われています。そして、運動部活動という言葉で我々は言っ

ておりましたけれども、果たして現場にどのように通じているかが非常に不安でございま

した。そして、大阪市の桜宮高校で起こった事件を契機にしたわけではございませんけれ

ども、部活動の運営マニュアルというのをつくろうとしました。ただし、現場の声を聞き

ますと、運動部活動の全体計画をつくる基礎となるマニュアルになったほうが行く行くは

いいんじゃないだろうか。教育活動の一貫で、校長先生のリーダーシップの下で実施され

る部活動にならないといけないというところから、この３月に運動部活動全体計画のハン

ドブック、「一人一人の生徒が輝く運動部活動を目指して」というサブタイトルをつけま

して作成をしたところでございます。現在、中高各学校に配っているところでございま

す。まず１ページ目に、高等学校では学校経営構想、小中では学校の経営計画がございま

して、そちらに部活動も位置づけられておりますので、その経営の視点に基づいた運動部

活動の運営指導というものを、まずこういう考えだということを書かせていただきまし

た。学校長としてどうあるべきと考えますか、学校長として何々をどう捉えております

か、学校長として３年後までどのように部活動を伸ばしたいですかというところで、先ほ

ど申しました学校長のリーダーシップを特に強調したマニュアルになっておりまして、各

顧問の先生がその統一感のもと、バランスのとれた運動部活動になればと、スタートを新

たに切ったところでございます。 

◎加藤委員 加入の状況は今はすぐには出てきませんか。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 この10年間で減少傾向が続いております。平成25年度の加

入率は中学男子が76.2％、女子が47.8％、高校男子が60.3％、高校の女子に至りますと2

8.7％となっております。 

◎加藤委員 何年度だったか定かじゃないですけれど、たしか中学校の全国の体育協会な

んかが発表した資料で、高知県は40番前後ぐらいだったと思うんです。今下がっているの

であれば、全国の中でも下から数えたほうが早い参加状況だと想像するわけですけれど。

例えば、家に帰って携帯、インターネットをさわっている時間が長いとか、今年度からネ

ットのパトロールの事業なんかも取り組んでいますけれど、部活して疲れて帰れば、そう

何時間も携帯をさわる前に寝るんですよね。外で徘回する時間もなくなるし、ぜひそうい

うあり余った体力の方にも部活をやっていただきたいなと思うんです。加入率が100％が

いいか悪いかという議論はさておいて、全国的にも相対して低いということの検証なり、

部活動にスポットを当てた取り組みを一度検討していただければと思いますけれど、いか

がでしょうか。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 部活動も中心の一つとして考えて施策を進めたいと思いま
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す。ただ、小学校、中学校でやっていた者が次に進級するとやめてしまうという傾向もあ

るようなので、このマニュアル等を利用しまして、バランスのとれた児童生徒育成のため

の部活動が盛んになれば、運動が苦手な者でも、運動で嫌な経験をした者でも入れるよう

な機会がふえるんじゃないかと思っております。 

◎加藤委員 最後にしますけれど、運動に限らず部活動というくくりで見ると、例えば、

中１ギャップの解消とか１年生を対象に合宿をしたりというのもいいですけれど、合宿と

いっても年に何回もするわけじゃないですから、部活への加入を促したほうが、中１ギャ

ップの解消につながる可能性もあろうと思いますし、スポーツ健康教育課だけじゃなく

て、全庁的にいろんな波及効果があろうと思いますので、また研究していただければと思

います。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 全力で学校現場の先生を支援させていただきたいと思いま

す。 

◎中内委員 予算が713万円だけれど、たった７人しか呼べないか。極端に言ったら、

今、講師を呼ぶなら100万円ぐらいの単位で人が動いているが、これは何ぼで呼んでいま

すか。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 １回、20万円から23万円の間で契約してやってまして。 

◎中内委員 それは立派な人は来ないだろう。150万円ぐらい出さないと来ないから。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 そちらのほうは、また何か別で考えたいと思います。この

トップアスリートは契約をやっておりまして、ずっと20万円でやっていただいたのを、ニ

ーズもふえてきたということで若干上がったんですけれども、委員が言われる有名な方に

は、やはりお金がかなり要ります。龍馬マラソンじゃないですけれど、ゲストランナーに

はかなり。 

◎中内委員 この予算をつける方法を考えるように。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 わかりました。 

◎塚地委員 学校給食の関係ですが、この間、地元紙も随分と注目して書いてくださるよ

うになっていて、今の段階で高知県も全国の最下位から実施率を脱しようということで、

随分と中澤前教育長も市町村にハッパをかけてくださって、高知市と須崎市が具体的検討

がまだという状況だと伺っているんですけれど。新しく教育長になられて、高知市の教育

長と会われたというお話を聞きましたが、その中で学校給食のことについては何かお話に

はなりませんでしたか。 

◎田村教育長 主に話させていただいたのは、学力の問題であったり不登校とか、そうい

った問題を中心に話させていただきました。学校給食についてはまだ話しておりません。

ただ、大事な問題とは思っていますので、これからいろんな機会の中ではお話しさせてい

ただきたいと思います。 
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◎塚地委員 高知県の中心で一番子供たちの数も多いので、そこの実施率を高めることが

大変重要で、県として何ができるかというと、なかなか具体的には難しいかもしれないで

すけれど、ぜひ側面的に実施を促していただいて、よろしくお願いします。 

◎西内（隆）副委員長 スーパー食育スクール事業、27ページですけれども、大変結構な

取り組みだと思います。食育の多角的効果を今後実証していくということでございますけ

れども、特に健康増進面において一定の効果があり、評価ができるという場合には、今後

の話になりますけれども、御家庭にフィードバックをすることも、ぜひ念頭に置いてこの

取り組み自体も進めていただければと思います。これは提案です。答弁は必要ないです。 

◎明神委員長 ほかにないですか。 

（な  し） 

◎明神委員長 質疑を終わります。 

〈人権教育課〉 

◎明神委員長 次に、人権教育課を行います。 

（執行部の説明） 

◎明神委員長 質疑を行います。 

（な  し） 

◎明神委員長 質疑を終わります。 

《報告事項》 

◎明神委員長 続いて、教育委員会から１件の報告を行いたい旨の申し出があっておりま

すので、これを受けることにします。 

「高知県競技力向上総合対策事業費補助金について」、スポーツ健康教育課の説明を求

めます。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 高知県競技力向上総合対策事業費補助金につきまして、高

知県ボクシング連盟所属の教員の不正使用が発覚をしております。そのことにつきまして

報告をさせていただきます。 

お配りしております総務委員会資料、平成26年４月本庁業務概要調査「報告事項」でご

ざいます。 

高知県ボクシング連盟所属教員の補助金の不正使用に係る問題でございます。対象者は

先ほど申しました県ボクシング連盟所属の高等学校教諭２名でございます。 

事案の概要でございますが、高知県からの補助金によりまして、公益財団法人高知県体

育協会が競技力向上を図るために高知県ボクシング連盟に交付した補助金につきまして、

高知県ボクシング連盟所属の教員２名が偽造の領収書を添付するなどしまして、補助対象

経費以外に使用していたものでございます。これまでの調査の中で、私的に使用したとい

う事実は明らかになっておりません。両教諭も否定をしております。しかしながら、高知
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県体育協会が規定をしております補助対象経費以外の経費に支出をしていたことが確認で

き、両教諭も対象経費以外に使用していたことを認めていることから、高知県体育協会が

平成26年４月18日に業務上横領で告発を行ったものでございます。 

発覚の経緯でございます。高知県ボクシング連盟所属の教員が偽造領収書の作成を依頼

しておりました業者の社内調査におきまして、平成21年度の高知県ボクシング連盟に対す

る架空の領収書の発行が判明しました。その調査の過程におきまして不正の事実が発覚し

たものでございます。 

対象となる補助金でございますが、「高知県競技力向上総合対策事業費補助金」という

ものが高知県から高知県体育協会に交付しておるものでございます。そして、高知県体育

協会から「選手強化・育成事業費補助金」として対象の団体に交付しているものでござい

ます。高知県体育協会の加盟団体は55ございます。平成26年度は、この中の40競技、25年

度までは39競技が国体の正式競技でございます。その競技団体に交付されるものでござい

ます。 

不正使用額の試算でございます。平成20年度から24年度までの５年間で高知県体育協会

から高知県ボクシング連盟に交付した選手強化・育成事業費補助金の総額は732万6,500円

でございます。この５年間、すべての年度におきまして不正使用を行っておりまして、不

正使用の疑いがある額は総額511万6,990円でございます。 

２ページをお開きください。この競技力向上総合対策事業費補助金につきまして、スポ

ーツ健康教育課から高知県体育協会に対する指導も含めまして、高知県体育協会が行いま

す具体策をお示ししております。それにつきまして説明をさせていただきます。 

まず１つ目でございます。補助金執行の適正化でございます。平成25年度の補助金の処

理につきまして、各競技団体から提出された事業実績報告書がございます。これをより高

い精度で点検するために、必要な措置を講ずるよう高知県体育協会に指導したところでご

ざいます。そして、高知県体育協会から具体的な対応策としまして、以下のとおり出され

ております。 

各競技団体から提出された当該事業実績報告書を、高知県体育協会とスポーツ健康教育

課とで二重に点検するとともに、各競技団体に対しまして、以下の書類等の提出を義務づ

け、事業の執行状況及び証拠書類を確認します。 

①でございます。各競技団体の出納簿の写しまたは財務諸表、収支決算書等でございま

すが、補助金交付要綱には、出納簿等をとって、経理が区別してしっかり管理するように

とうたっておりますけれども、ボクシング連盟でされるように高知県体育協会の指導も弱

く、出納簿が徹底しておりません。出納簿がない場合には、本体の、例えば所属の連盟、

協会がございます。そちらでは、総会等で全体の運営費、また強化費等についての監査・

承認がされているところでございますので、実際にそちらがわかる証票等を出していただ
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くところを現在まで行っておるところでございます。総会が５月に行われるところ、６月

に行われるところ等が若干ございます。また、どうしても証票がないところにつきまして

は、会長、もしくは監査の印鑑が押された、確かに間違いございませんと一筆書かせたも

のを、今まとめているところでございます。ただし、高知県ボクシング連盟につきまして

は、平成25年度に提出をされますすべての領収書、発行元に確認の上、問題がなければ交

付をしたいと考えているところでございます。現在、高知県体育協会とともに発行元へ確

認する準備をしているところでございます。 

続きまして（２）を飛ばさせていただきまして、大きな２番、コンプライアンスの確立

について説明をさせていただきます。高知県体育協会のコンプライアンス確立に向けて、

必要な措置を講ずるようにこれも指導・監督をしてまいります。高知県体育協会からの具

体的な対応策につきましては、会計の専門家による研修会や会計監査を行います。研修会

としましては、５月に各競技団体の会計担当者等を対象にしまして、会計処理の基本的な

研修及び当該事業の会計処理の留意点等の確認を行うように悉皆でやろうと考えておりま

す。また、高知県体育協会には監査がおります。専門家による会計監査を競技等を指定を

しまして、実施をしたいと考えておるところでございます。 

あわせまして、３番をごらんいただきたいと思います。第三者委員会を設置し、そこで

調査をしていただきます。こちらも高知県体育協会に指導したところでございます。具体

的な高知県体育協会の対応策としましては、弁護士、銀行関係者ＯＢ、税理士の３名から

なる第三者委員会を設置しまして、この①から③のことを調査・検討し、それらの結果を

踏まえた必要な措置を講ずることになっております。平成25年度の処理について、先ほど

私から高知県体育協会の対応を述べさせていただきましたけれども、この第三者委員会か

らもプロの目で見ていただき、その対応に従うというものでございます。①でございま

す。本事案の実態把握、問題点等の調査。②当該事業に係る各競技団体の会計処理の確

認。③補助金の適正な執行に向けた今後の高知県体育協会のあり方の検討でございます。

これは一競技団体が起こした不正経理ではなく、高知県体育協会自体が問われていると痛

切に感じております。私、高知県体育協会の専務理事も兼ねておりまして、責任が重大と

考えております。こういったところで高知県体育協会のあり方も検討していただくという

ところでございます。 

 １の（２）に戻っていただきたいと思います。以上のような平成25年度、それから現在

すぐできる対応をすることを前提に、平成26年度の補助金の交付及び執行につきまして皆

様方にお願いがございます。平成26年度の補助金の交付につきましては、本県を代表する

多くの選手の育成に影響を及ぼすことから、高知県ボクシング連盟を除く39競技団体に交

付ができますよう高知県体育協会に補助金を交付したいと考えております。各競技団体は

実財源が乏しゅうございます。また、４月から継続した強化策を続けているところもござ
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いますので、何とぞ今までの具体策を確実にやるというところのもと、交付をお願いでき

ないかというところでございます。また、この執行適正化に向けては必要な措置を講ずる

ように第三者とあわせまして、高知県体育協会を指導・監督するものでございます。 

 具体的な対応策につきまして説明をいたします。①は先ほど説明したものでございま

す。それに加えまして、②、③、④の具体策が出ております。 

まず、②は平成26年度の事業計画が補助金交付要綱に基づき、しっかりなされているか

ということを二重にチェックするというものでございます。③でございます。当該事業完

了後、補助金交付要綱に基づいた事業実績報告書のほか、各競技団体の、出納簿と監査報

告の写しを提出させて、二重の帳簿でチェックをさせていただきたいというところでござ

います。④でございます。先ほど申しました、高知県体育協会が設定します、当該事業に

係る会計処理に関する研修会及び会計検査を受けるというところ。この①から④を徹底さ

せていただいて、平成26年度の強化を進めさせていただきたいというところでございま

す。 

３ページでございます。これが国体正式競技の競技団体でございます。トライアスロン

連合が平成26年度から入っておりますので、40競技団体となります。 

４ページをお開きいただきたいと思います。きょう報告をさせていただきました補助金

につきましては、一番上の１の競技力向上総合対策事業費補助金の中の競技スポーツ選手

育成強化事業補助金でございます。これにつきまして、ボクシング連盟の交付予定額は12

3万4,000円となっておりますけれども、平成25年度はまだ確定をしていないところです。

先ほど申しました、領収書等を確認しているところでございます。 

交付に関する考え方でございますが、県から高知県体育協会につきましては、高知県体

育協会に執行の適正化を求めて交付をさせていただきたい。そして、高知県体育協会から

各競技団体ではボクシング連盟の補助金は凍結しつつ、39競技団体には高知県体育協会か

ら交付をさせていただきたいという考え方でございます。 

参考までに、次の１と２、補助金と委託料を載せております。簡単に説明させていただ

きます。その他の補助金のところで、１と２がボクシング連盟も関係する補助金でござい

ます。１は四国ブロック大会の開催補助金でございます。これは大会開催に要する経費を

補助し、競技運営に係る経費を高知県体育協会から各競技団体に交付するものでございま

して、今年は四国ブロックのミニ国体と言われるものでございますけれども、主会場が高

知県になります。そして交付に関する考え方でございますけれども、県から高知県体育協

会は同じく適正化を求めて交付させていただきたいですが、高知県体育協会から各競技団

体へは高知ボクシング連盟へは補助金を直接交付せず、ボクシング競技の運営に要する経

費は高知県体育協会が直接執行する考えでございます。ここでもボクシング連盟への直接

の口座等への振り込みをしないということを考えておるところでございます。 
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そして２番目の国民体育大会派遣費補助金でございます。これは国民体育大会への派遣

に要する経費を高知県体育協会に補助しまして、旅費及びユニホーム購入に係る経費を高

知県体育協会から各競技団体に交付するものでございます。ボクシング連盟等の予定の価

格はございますけれども、これも同じ考え方でございまして、県から高知県体育協会へは

高知県体育協会に執行の適正化を求めて交付させていただきたい。そしてボクシング競技

の選手・監督の旅費及びユニホーム購入に係る経費につきましては、高知県体育協会が試

算した定額を直接個人に支給したいと考えております。考え方は先ほどと同じでございま

す。 

３の高知県体育協会運営費補助金、また４のスポーツ少年団育成事業補助金は、ボクシ

ング連盟の補助は直接ございません。同じく高知県体育協会への執行の適正化を求めて交

付をしたいと考えているものでございます。 

また、２番目の委託料でございます。高等学校体育大会費と申しますのは、５月に行わ

れます、高校の県体といわれるものでございます。県下の高校生が一堂に会する体育大会

でございまして、四国大会、全国大会の予選を兼ねて５月の下旬に32競技を開催するもの

でございます。県から各競技団体に競技の運営を委託しているものでございます。具体的

に申しますと、平成25年、26年度と８万7,000円がボクシング連盟に委託金として交付さ

れているものです。内訳は食糧費が２万2,000円、通信運搬費が4,500円。ドクターへの謝

金等が６万円で、8万7,000円でございます。それに対する考え方でございますが、四国、

全国大会につながる重要な大会でございまして、ボクシング競技も実施する必要がござい

ますが、ボクシング競技の運営は今度は高知県高等学校体育連盟に委託をします。これも

直接ボクシング連盟への委託はしないという考え方でございます。 

◎明神委員長 質疑を行います。 

◎中内委員 非常に残念な出来事だと認識をしております。差し当たって、このことにつ

いては断固たる措置をとってほしいというのは私の気持ちです。まだほかにもこういう例

があるかもわからないから、よく調査徹底を図って対応してほしいということでございま

すが、やはり高知県体育協会自体も襟を正した対応をしてほしいということをあわせてお

願いをしておきたいと思います。 

◎坂本（茂）委員 ボクシング連盟以外の競技団体に交付する前提として、先ほど言われ

るように、２ページの１の（２）があるわけですよね。その１の（２）の①の前提とし

て、（１）があるという理解でいいわけですね。そういう意味でいえば、平成25年度の補

助金が適切に処理されているかどうか、確認する以前に交付をするということですか。確

認されてから交付するのか。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 現在、先ほど申しました出納簿が出ているところと決算書

が出ているところがございますので、それを確認しております。５月、６月の総会を待っ
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て、まだできてないところがございますけれども、これは追って確認をしますので、確実

に確認されたと確認して、お願いしたいというところでございます。 

◎坂本（茂）委員 そしたら、確認が済んでから出すということなのか。先執行しておい

て、後で順次出てきた段階で確認して、それでもし適切に処理されてなかったら、執行し

た分はどうするんでしょうか。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 正確な領収書を確認した後にお願いをしたいところでござ

います。現在、確実に進めております。 

◎田村教育長 当面対応できることとして（１）で書かせていただいている形の確認はさ

せていただきます。ただ、これですべて間違いなく確認できるかというと、例えば、証拠

書類等の突合だとか、その後の第三者委員会でのいろいろの調査の結果でひょっとすると

出てこないとも限りません。その場合は当然ながら返還命令という形になるかと思いま

す。 

◎坂本（茂）委員 それと、１ページの偽造領収書の作成を依頼していた業者の社内調査

においてということですが、これは１社だけなのか。あるいは相当多額になっているわけ

ですから、複数社でそういうことが依頼されていたのか。そこはどうなんですか。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 業者といいますと１社でございます。 

◎坂本（茂）委員 偽造領収書が発行されていたのは１社のみだったということですか。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 不正領収書、業者は１社でございます。それに基づきまし

て、この領収書が旅費等が主なものでございます。例えば、高知、東京のパックがありま

したら、それに基づいて宿泊がございまして、そちらも偽造したというところもございま

す。それは本人たちでございます。 

◎坂本（茂）委員 本人が偽造領収書は書けますか。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 旅費等につきましては業者の旅費でございます。それに基

づいて宿泊したところのものでございますけれども、主なものがすべて旅費等でございま

す。 

◎坂本（茂）委員 いずれにしても、例えばかつて県庁の中で、いわゆる預け金問題があ

ったときに、協力した業者は全部取引を中止にしたことがありますよね。そういう意味で

いったら、これに関連して事実が発覚したところは、このボクシング連盟との取引だけじ

ゃなくて、県との取引もしている業者だったら、そこは、取引中止にするとかそんなこと

は検討されていますか。 

◎田村教育長 組織的な業者の対応ということであれば、おっしゃるようなことも確かに

考えないといけないと思いますが、今回のケースは、問題のある教諭とかなり個人的なつ

ながりのある特定の職員が不正をやったということで、組織的ということにはなっており

ませんので、県としての取引の停止というところまでは今のところ考えておりません。 
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◎坂本（茂）委員 今の段階でそうかもしれません。例えば、ほかの競技団体を調査する

中で、もし、あってはならないと思いますけれども、そういうことが発覚したときには組

織的な対応なのかどうかも含めて、また検討せざるを得ない面も出てくるかもしれないで

すね。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 警察のほうもこれから捜査が進むと思いますが、そちらに

ゆだねているところでございます。 

◎塚地委員 公金の取り扱いがここまでずさんだったという点はやはり否めないと思うの

で、重大な問題だと思いますが、そういう連盟みたいなところが、どこも現職の指導者な

り学校職員なり教員なりが会計も全部面倒見ないといけない実態なんですか。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 ほとんどの方がボランティアといいますか、その連盟に所

属している者が会計を担当しておったり強化を担当しておったりしますので、公務の中と

かいうことでやっているのが大方でございます。 

◎塚地委員 話は変わるんですけれど、実績がないと、高知県体育協会からどういう事業

に、どの連盟に幾ら分けるということができないじゃないですか。ここには幾ら、ここに

は幾らという割り振りはどういう形でつくっているんですか。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 今までの実績と、あと国体の正式種目でございますので、

国体のエントリー数に基づいてランクを分けておりまして、泊数が多いところをやるとい

うことによって金額を分けておるところでございます。多い登録人数は比較的金額も多く

なりますし、例えばボクシングは男子しかございません。少年の男子と青年の男子という

２種目で選手等に配分して、このような金額で、５年間支給をしておったということにな

ります。 

◎塚地委員 実績が違ったわけでしょう。前提が崩れているわけでしょう。そこは、何を

もとに出していたんですか。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 先ほど私が答えたのは競技成績の実績でございました。た

だ、本人たちの言い分でございますけれども、実際にやっております。ほかの遠征とかも

数多くやっておりますし、補助対象経費以外と申しまして、例えば高知県体育協会への負

担金、上部団体、日本ボクシング連盟の交付金、また、認められていない個人へのヘッド

ギアでありますとかグローブであるとか比較的効果的なもの、あとドクターの登録料等を

やっております。先ほど申しました遠征等もやっておりまして、補助対象費以外のものも

やっておりますが、これをきっちり出せばある程度金額は積もっております。ただ、なか

なか年度末等で会計処理し切れずに、まとめて旅費等の偽造領収に至ったというところで

ございます。 

◎塚地委員 かなりやってるお金は自己負担ですか。かなりやっているという意味はどう

いう意味ですか。 
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◎葛目スポーツ健康教育課長 強化費でやっております。事業実績で出す領収書がやって

ない領収書を出したというところでございまして、本来やっているものを出せば問題はな

いんですけれども、そういうところも多くございます。 

◎塚地委員 そういうあたりの具体的な中身が、高知県体育協会なり高知県教育委員会で

は限界があるので警察に告発したという形ですか。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 高知県教育委員会と高知県体育協会で事情聴取を数回行っ

ております。本人の言い分どおりでやっておりまして、これは架空です、これはやってい

ますという領収も分けて、警察にも提出しております。ただし、ちゃんとやっておること

の領収がないものもございますので、あとはこの金額、また５年間にわたっているという

事の重大さも鑑みて、警察に告発するというところで高知県体育協会から踏み切ったもの

でございます。 

◎塚地委員 領収書を偽造させたら偽造した相手側も罪に問われる立場に置かれることに

なるので、そういうことをした責任はそれなりに大きいだろうなと思います。そこはやは

り法令遵守は大事にしていただかないといけないので、そう自覚してもらわないといけな

いなと思うんですけれど、やはり今クラブを担当している先生方もそうだけれども、指導

もして学校現場で教えて、それで連盟の事務局的な役割も果たしてということになると、

余りに多忙で煩雑過ぎる状態に置いている責任も高知県体育協会に、どこにその責任があ

るのかというところは見ないといけないと思いますけれども、体制的な改善みたいなこと

は検討に入ってないですか。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 先ほど申しました高知県体育協会としての支援もこれから

はもっと厚くやっていかなくてはいけないと思っております。ただ、この強化費につきま

しては、補助対象経費が、例えば旅費、交通費と宿泊費でございましたし、外部からのコ

ーチ、あと、例えばボール等の消耗品、ある程度のものは認めておりまして、県民の税金

を使う以上は必要最低限の処理は確実にやっていただかないと、補助金自体のあり方も問

われると思いますので、そういうことは念頭に置いてしっかりやりますけれども、例え

ば、その補助金の補助対象、補助対象以外のところの相談とかは競技団体としっかり向き

合って、今後しっかり相談に乗って、できるものはできる、できないものはできないとい

うことをしっかりやっていかなくてはいけないと思っております。学校の先生等がかなり

会計事務に従事しております。これは、先ほど申しました５月の会計の研修会等で、とに

かく必要性をしっかり訴えてやっていきたいと思っております。 

◎土森委員 補助対象経費というのは、今説明があったように旅費とか選手強化のための

講師謝金になると思うんですよね。それで、500万円を超えるそういう不正があったとい

うことは簡単に言ったら空出張の領収を切らせたということですか。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 丸々じゃなく、例えば５人は行ってるんだけれども、10名
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分でありますとかというところもございます。 

◎土森委員 しかし、そうまでして選手強化、そしてヘッドギアを買ったりとかいろいろ

話ありましたね。ヘッドギア、グローブというのは選手個人が購入をしないといけないと

いうことになりますよね。これは対象は生徒ですか、一般の人も入っているわけですか。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 ボクシング連盟の遠征等は少年男子と一般の男子でござい

ます。 

◎土森委員 生徒なら武具とかいうものについては、高校の部にある程度強化補助を出し

てますよね。それは生徒たちに配られるわけでしょう。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 まず、部費につきましては金額もそれほど高くないと思い

ます。大きな学校で、割ってしまいますと数万円になりますので、なかなか高い金額はい

きませんから個人のものは個人というのが原則でございます。ただし、高知県体育協会と

しましても、ヘッドギアとか、例えばグローブでございます。ボクシングにとって普及を

しようということを目的とするならば、汗等があるかもしれませんけれども構えて集団で

使える形でも可能でございますし、そういうところで考えております。ただ、ボクシング

連盟自体が負担をされて買うとなると問題じゃございませんけれども、ボクシング連盟の

母体が10人ぐらいの役員で運営しておりまして、会費等を定期的に取ってそちらで運営費

を回していくまでに至っていないというところが今回の件からわかりました。この強化費

がボクシング連盟の運営費の大半を占めているというところになりますので、補助金の性

格上、負担金がもっとあって効果的な補助金の使用につなげたいと思っておりますので、

もともとボクシング連盟の母体の競技団体の負担というのもあれば、みんなに個人負担で

はなくていける可能性もあったかと思います。 

◎土森委員 選手強化ですから、一般の人たちは、それは個人負担をする必要がある。そ

こに充てたわけよね、空出張をやった領収書で。それで備品を購入したということです

か。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 消耗品であったり、先ほど申しました体育協会への負担金

であったり、ボクシング連盟への負担金といったものでございます。補助対象経費外にし

ておりますので。 

◎土森委員 一般の人も入った連盟ですから、現職の先生が会計処理まで全部するという

のは大変です。強化もしないといけない、部活も持たないといけない、連盟でボクシング

指導をしないといけない。この先生は大変だったと思います。大会ではいい成績を残さな

いといけない。恐らくこういう先生は熱心な先生だと思いますよ、本当に。恐らく身銭ま

で切っているぐらいな人じゃないですか、こういう人は。それでボクシングの選手という

のは、ある程度、高知県は強いほうですよね。この先生方の指導で実績を上げていると思

うんですね。どうですか。 
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◎葛目スポーツ健康教育課長 よさこい高知国体を契機にして、競技力はぐっと上がって

おります。 

◎土森委員 各大会でいい成績を残してるでしょう。聞きますけれど、返納する意思はあ

るんですか。 

◎葛目スポーツ健康教育課長 当初から、両名は全額返済したいと言っております。しか

し、こちらとしては額が確定しない関係で保留にしておるという現状がございます。 

◎土森委員 不正流用したらいけないわけですけれど、いろいろ話を聞いて、この両先生

は気の毒だと思う。立派な指導者だと思いますよ。それを警察に告発せられたわけですか

らね。その辺も今後捜査がどうなるかわかりませんが、不正使用したということについて

は、それは大変重いと思いますけれど。指導者、先生としての人間性だとかそういうこと

は非常に高い評価を受けていると思います。この問題が出て、ボクシング連盟のある人に

その辺を聞きました。やはりいい指導者だと言いますね。ですから、その辺のことも勘案

しながら今後の処分とかそういうことも考えていくこともぜひ必要だと思います。 

 それと、教育公務員が連盟でこういうお世話をしていくということになれば、だれか他

の、会計処理ができる人をしっかりつけておく、一般の人がやるというとそれは別です。

教職を持ちながらこういうお世話をしているということですから、それにお金の問題です

から、会計処理をきっちりできる人をもう一人置くとか必要だと思いますね。 

◎田村教育長 おっしゃることは確かにそのとおりだと思います。いずれにしましても、

第三者委員会で今回の検証をやってもらいますので、そういった報告も受けて、その上で

じゃあどういう対応が必要なのかということも我々としても考えていきたいと思います。 

◎坂本（茂）委員 それと、この先生たちに限ったことじゃなくて、この先生も、どこか

の段階で事務的なことをだれかから引き継いていると思うんですよね。だから、そのとき

にこういうやり方でやってくれと、もし引き継がれているとしたら、そういうことが慣習

としてずっとあったんじゃないかと。これは学校の先生だけの問題じゃなくて、連盟の組

織そのものの慣習としてずっとあったんじゃないかなと思ったりもするんです。それがほ

かの競技団体らでもあったりとかいうことも、今回調査してみてあるんじゃないかという

心配もするんですけれども。どっちにしても、二度とこういうことがおきない体制をつく

って、もしそういうことが発覚しているとしたら、今後、この補助金の適切な対応も考え

てもらうということで、それしかないですね。 

◎明神委員長 ほかにありませんか。 

（な  し） 

◎明神委員長 質疑を終わります。 

以上で、教育委員会の業務概要を終わります。 

以上をもって、本日の日程はすべて終了いたしました。あすは午前10時から警察本部ほ
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かの業務概要の聴取を行います。 

これで、本日の委員会を閉会いたします。            （17時43分閉会） 


